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オープンに向けて工事が進む

特産開発センター

肱川の特産品を生かして豊かな町づくりを進める特産開発事業が6月オープン

目指して着々と準備が進められています。

特産開発事業の拠点となる肱川特産開発センターが現在、萩野尾地区に建設さ

れていますか、鉄骨組みも出来上がり、 6月のオープンに向けて急ピッチで工事

が進められています。 （写真は建設中の肱川特産開発セ ンター）
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図(I) `>

地方交付税

38.0% 

(6億8,500万円）

予
算
編
成
の

基
本
的
な
考
え
方

町
議
会
三
月
定
例
会
で

昭
和
五
十
九
年
度
肱
川
町
当
初
予
算
が
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
二
十
二
億
百
三

十
万
円
で
、
前
年
度
に
比
ぺ
、
二
億
七
千
百
五
十
六
万
円
(
-
四
・
一

％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
大
幅
な
収
支
不
均
衡

を
生
じ
、
借
金
依
存
体
質
と
な
っ
て
い
る
財
政
の
建
て
直
し
が
当
面
、

最
大
の
課
題
で
あ
る
た
め
、
前
年
度
に
引
き
続
き
超
緊
縮
型
の
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
国
等
の
影
響
を
受
け
て
、
厳
し
い
財

政
事
情
に
は
あ
り
ま
す
が
、
生
活
、
生
産
基
盤
整
備
を
中
心
と
し
て

積
極
的
な
予
算
を
編
成
し
、
町
の
活
力
あ
る
発
展
を
期
し
て
お
り
ま

す。

町
民
本
位
の
行
政
を
推
進
し
、
均

衡
の
と
れ
た
町
の
進
展
を
図
る
た
め

に
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
即
応

で
き
る
健
全
な
行
財
政
の
運
営
並
び 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

に
、
長
期
的
展
望
に
た
っ
た
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。昭

和
五
十
九
年
度
の
具
体
的
な
施

策
と
し
て
、
次
の
五
項
目
を
か
か
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
振
興
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

一
、
町
民
の
生
活
環
境
整
備

◎
地
域
改
善
対
策
事
業

（
三
億
九
千
二
百
六
十
五
万
円
）

◎
町
道
新
設
改
良
、
維
持
補
修
事
業

（
二
億
六
百
二
十
八
万
円
）

◎
が
け
く
ず
れ
防
災
事
業

（
一
千
四
百
六
十
万
円
）

◎
学
校
教
育
と
青
少
年
の
健
全
育
成

（
六
千
五
十
二
万
円
）

一
、
地
域
文
化
の
創
造
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

二
、
地
域
産
業
の
振
興
と
育
成

◎
山
村
振
興
・
新
農
構
・
土
地
改
良

事
業

（
一
億
五
千
百
七
十
二
万
円
）

◎
農
、
林
道
新
設
（
地
域
改
善
対
策
）

事
業

（
八
千
六
百
万
円
）

◎
林
業
振
興
事
業（

八
千
八
十
二
万
円
）

◎
商
工
、
観
光
事
業

（
一
千
四
百
五
十
三
万
円
）

図(2) 一般会計予算性質別区分

義務的経費 5億3,857万円 (29.8%)
●人件費 3億1,202万円 (17.3%)

●扶助費 1,891万円 (1.0%)

●公債費 2億764万円 (11.5%)

（
三
千
六
百
三
万
円
）

◎
社
会
体
育
振
興（

五
百
八
十
一
万
円
）

◎
農
免
農
道
、
過
疎
農
道
の
促
進

（
八
百
三
十
三
万
円
）

◎
特
産
開
発
事
業
の
推
進

（
一
千
六
百
二
十

一
万
円
）

五
、
広
報
・
広
聴
活
動
の
充
実

◎
広
報
・
広
聴
活
動

（
九
十
七
万
円
）

四
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

促

進

◎
学
校
給
食（

三
千
六
百
四
十
二
万
円

◎
社
会
教
育

投資的経費 9億5,497万円 (52.9%)
●普通建設事業費 9億4,246万円 (52.2%)

●災害復旧事業費 1,251万円 (0.7%) 

その
●物

●補

●繰

●そ

他．3億1,146万円 (17.3%)
件 費 1億4,548万円 (8.1%) 

助 費 11意1.118万円 (6.2%)
出 金 1,984万円 (1.1%)

の 他 3.49匂万円（ 1.9%)



(3)匂 田 匝

表(I) 主な事業と予算
（単位：千円）

問 主 な 事 業 予算額 開 主 な 事 業 予算額

大洲農校創立60周年記念事業 1,200 新林構事業 36,814 

広報・広聴活動 8,555 地域改善事業（林道） 20,000 
総 企画・立案 4,087 商 商工振輿 4,921 

特産開発事業推進 16,210 工 観 光 9,611 

務 防犯・交通安全対策 1,610 道路維持 19,908 

地域振興事：業 1,787 土 道路新設改良・舗装 186,372 

選挙（農委•町長） 2,083 木 がけくずれ防災工事 14,600 

民生委員活動 1,850 住宅管理 4,497 

民
戦没者追悼式 580 

消
非常備消防 13,669 

重度心身障害者医療 2,400 常備消防 30,989 

老人保健特別会計繰出 8,261 
防

消防施設整備 6,061 
生

児童・母子・老人福祉 20,258 教育委員会活動 1,965 

地域改善対策 396,818 学校営繕 7,000 

零歳児医療 1,440 青少年健全育成 635 

衛
簡易水道特別会計繰出 7,938 

教
定時制高校振興 1,290 

疾病予防対策 7,069 小・中学校 23,874 

歯科診療所 2,142 幼稚園 22,465 
生

葬祭施設管理 3,324 学校給食センター 36,424 

し尿・じん芥処理 13,682 公民館活動 11,263 

農業委員会活動 6,147 
＝ 目

文化財保護 1,080 
農

農業振興費 18,558 歴史民俗資料館 4,220 
林 山振・新農構事業 97,074 社会体育振興 3,216 

水 土地改良 54,645 町民プール管理 2,592 

産
地域改善事業（農道） 66,000 益にニコ 公共土木施設災害復旧 12,482 

林業振興費 30,148 盆公債費 207,635 
業

林産集落振興事業 8,045 

｀゚民生費25.0%

(4億5.050万円）

表(2) 特別会計予算

国民健康保険特別会計

簡 易水道特別会計

老人保健特別 会 計

住宅新築資金等貸付特別会計

計

2億460万円

2,700万円

1億6,180万円

2,900万円

3億9,630万円

以
上
が
主
要
な
施
策
と
事
業
費
の

概
要
で
す
。

な
お
詳
し
く
は
、
表

mを
ご
覧
く

だ
さ
い
。

一
般
会
計
予
算
の
内
容
を
目
的
別
・

性
質
別
に
表
し
た
の
が
図
①
及
び
図

③
で
す
。

【
歳
出
】

例
年
で
あ
れ
ば
、
農
林
水
産
業
費
、

土
木
費
が
ト

ッ
プ
と
な
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
年
度
は
、
地
域
改
善
対
策

で
大
型
事
業
が
見
込
ま
れ
た
民
生
費

が
全
予
算
の
四
分
の
一
に
当
る
二
五

％
を
占
め
ト
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
農
林
水
産
業
費
二
0
•
五

％
、
土
木
費
一
三
・
七
％
と
主
流
は
や

投
資
的
経
費
に

五
ニ
・
九
％

◎
部
落
と
の
連
け
い
充
実

（
七
百
五
十
九
万
円
）

は
り
、
農
林
業
の
振
興
、

整
備
と
な

っ
て
い

ま
す
。

ち
な
み
に
、
図
切
の
性
質
を
見
て

み
る
と
建
設
事
業
で
あ
る
投
資
的
経

費
が
他
を
圧
倒
し
て
、
五
ニ
・
九
％
を

占
め
九
億
五
千
余
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

予
算
は
、
町
行
政
の
設
計
書
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
そ
の
内

容
を
見
て
い
く
と
、
今
年
度
の
町
の

考
え
方
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

〔
歳
入
〕

歳
出
の
裏
づ
け
と
な
る
収
入
は
‘

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
（
三

八
％
）
、
国
・
県
支
出
金
（
三
一
・
九

％
）
、
借
入
金
（
町
債
一
七
・
七
％
）

が
主
な
も
の
で
、
町
内
で
集
め
ら
れ

る
税
金
等
は
―
ニ
・
四
％
（
う
ち
町
税

五
・
ニ
％
九
千
五
百
五
十
八
万
円
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
自
主
財
源
が
少
な
く

財
源
の
大
部
分
を
国
や
県
に
依
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
弱
い
体
質
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
行
財
政
運
営
に
あ

た
っ
て
は
常
に
国
等
の
動
向
を
的
確

に
と
ら
え
、
健
全
な
運
営
に
努
力
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国民1人当だり

～一般会計～

〔59.3.31現在〕

人口

生
活
環
境

町 税

歳出額

3,878人

24,646円

465,446円



疇 呵 田(4)

生
活
を
守
る
諸
施
策
と

創
造
性
豊
か
な

人
づ
く
り
を
推
進

町
長
の
所
信
表
明

五
十
九
年
度
は
私
の
任
期
二
期
目

の
最
終
年
度
に
当
た
り
ま
す
の
で
、

私
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
使
命
と
そ
の

責
任
の
重
大
さ
を
十
分
に
認
識
い
た

し
ま
し
て
、
町
政
を
推
進
し
て
い
き

た
い
所
存
で
す
。

私
が
五
十
二
年
三
月
十
九
日
町
長

に
就
任
以
来
今
日
ま
で
の
七
年
間
、

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

次議議町 しれ 議 案 て れ は
の決員長なまぞ長を‘‘‘肱
と しかのおしれ発原町会三川
おたら所‘た採議案長期月町
り議の 1

菩
ロ 新 ゜ 択 の ど 発 を 十 議

で案ー表年 し二お議四二会
すの般悶度 て議りの日日三
゜概質はし 閉案可二間に月
要問、、の 会を決十と招定
は及占ぞ い ‘ し 七 定 集 例
‘ひ、む たそ‘議めさ会

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111!11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

議
会
を
は
じ
め
町
民
各
位
の
暖
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、

住
民
福
祉
•
生
活
環
境
を
よ
く
す
る

た
め
の
重
要
施
策
を
順
次
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
永
年
の
懸
案

事
項
に
な
っ
て
お
り
、
町
に
お
い
て

は
議
会
と
一
体
と
な
っ
て
国
県
へ
強

く
要
望
し
、
事
業
の
採
択
・
予
算
措

置
な
ど
は
大
体
順
調
に
進
ち
ょ
く
し

て
お
り
ま
す
。

私
は
い
つ
も
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
と
お
り
、
豊
か
な
町
・
明
る
い
町
・

明
る
＜
健
康
な
町
・
教
育
と
文
化
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
念
頭
に
お
い
て
、

豊
か
な
自
然
と
生
活
を
守
る
町
づ
く

補
助
事
業
の
導
入
と

生
産
甚
盤
の
整
備
を

り
、
少
し
で
も
仕
事
を
ふ
や
す
町
政
、

香
り
高
い
文
化
の
育
つ
町
づ
く
り
、

澗
い
と
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
、
そ

し
て
創
造
性
の
あ
る
自
立
心
旺
盛
な

「
肱
川
人
」
を
育
て
る
人
づ
く
り
に
カ

を
尽
し
て
い
き
た
い
所
存
で
す
。

町
民
各
位
の
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
い
間
の

農
林
業
の
現
状
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
が
、
農
業
委

員
会
・
経
済
団
体
・
営
農
林
推
進
会

議
・
農
業
改
良
普
及
所
な
ど
と
連
け

い
協
調
を
は
か
り
、
農
業
及
び
林
業

構
造
改
善
事
業
・
山
村
地
域
特
別
対

策
事
業
を
基
軸
に
し
て
、
各
種
の
補

助
事
業
、
融
資
事
業
を
取
り
入
れ
町

内
各
地
域
の
実
状
に
合
っ
た
対
策
を

講
じ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
型
農
道
事
業
の
推
進
、

排
水
対
策
の
試
験
研
究
、
農
用
地
開

発
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く

つ
も
り
で
す
が
、
当
面
は
や
は
り
基

盤
整
備
を
重
視
し
て
農
林
業
の
振
興

を
は
か
り
ま
す
。

商
工
業
に
つ
い
て
も
、

例
町
議
会

景
気
低
迷
か
ら
よ
う
や
く
明
る
い
兆

し
が
見
え
て
き
た
よ
う
で
す
か
、
経

営
環
境
は
厳
し
い
も
の
か
う
か
が
え

ま
す
。
商
工
会
と
相
は
か
り
従
来
ど

お
り
の
考
え
方
で
商
工
業
の
振
展
を

は
か
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

建
設
関
係
で
は
、
国
道
・
県
道
の

改
良
促
進
は
、
日
頃
関
係
方
面
へ
働

き
か
け
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
国
家
予
算
の
抑
制
で
極
め
て
難
し

い
面
も
あ
り
ま
す
か
、
幸
い
に
し
て

当
町
の
要
望
は
か
な
り
取
り
入
れ
ら

れ
て
大
き
く
前
進
す
る
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
道
の
維
持
管
理
並
び
に

整
備
は
、
す
で
に
部
落
・
地
域
か
ら

3
月
定
例
町
議
会

国
・
県
道
の
改
良
促
進
と

生
活
環
境
の
整
備
を

の
要
望
を
取
り
ま
と
め
て
お
り
‘
適

切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

町
営
住
宅
は
五
十
八
年
を
も

っ
て

い
ち
お
う
入
居
希
望
者
の
需
要
を
満

た
し
ま
し
た
の
で
し
ば
ら
く
様
子
を

見
て
建
設
の
必
要
か
あ
れ
ば
‘
六
十

年
以
降
で
対
処
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

グ
レ
ー
ダ
ー
の
運
行
は
作
業
計
画

を
立
て
、
部
落
長
と
連
絡
を
と
り
な

が
ら
作
業
に
当
た
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
は
‘
き
れ
い
な
水

を
能
率
的
に
安
定
し
て
供
給
す
る
こ

と
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
新
年
度
か

ら
借
入
金
の
据
置
き
期
間
が
切
れ
て

本
償
還
に
入
る
た
め
、
公
債
費
か
増

え
ま
す
の
で
財
源
不
足
分
は
水
道
使

用
料
で
調
整
し
、
健
全
な
運
営
の
た

め
に
一
七
・
六
五
％
、
料
金
を

引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ
。

t
 観

光
対
策
は
、
資
源
と
既
設

の
施
設
を
生
か
し
て
、
住
民
の

憩
い
の
場
・
安
ら
ぎ
の
場
と
し

て
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
課
題
は

あ
り
ま
す
が
、
長
期
的
な
展
望

で
投
資
を
行
い
な
か
ら
開
発
整

備
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
税
は
、
住
民
の
方
が
特
に

関
心
を
持
た
れ
て
お
り
ま
す
し
、

税
そ
の
も
の
が
町
財
政
の
基
本

に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

資
料
の
収
集
な
ど
所
得
の
は
握

に
努
め
、
併
せ
て
税
務
相
談
業

務
を
行
い
、
公
正
か
つ
適
正
な
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住
民
福
祉
は
す
べ
て
の
こ
と
に
通

じ
ま
す
が
、
老
人
・
母
子
・
重
度
心

身
障
害
者
の
か
た
か
た
を
ま
ず
優
先

し
て
各
種
の
対
策
を
講
じ
て
お
り
ま

す
。
民
生
委
員
・
部
落
長
・
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
、
住
民
総
参
加
の
形
の
中
で
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
努
力
し
て
い

く
考
え
で
す
。

地
域
改
善
対
策
に
は
特
に
意
を
払

い
、
新
た
に
専
任
職
員
を
配
置
し
て

対
話
と
協
調
の
精
神
を
も
っ
て
教
育

と
事
業
の
推
進
を
も
っ
て
教
育
と
事

業
の
両
面
を
と
ら
え
な
が
ら
、
積
極

的
に
諸
般
の
措
置
を
講
じ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
民
の
健
康
保
持
増
進
は
、

各
種

受
診
率
を
ア
ッ
。
フ
し

健
康
教
育
と

予
防
医
療
を
強
化

課
税
が
で
き
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま

す。

国道改良工事が進む下石丸地区

教
育
に
つ
い
て
は
、
当
町
の
教
育

の
目
標
で
あ
る
「
た
く
ま
し
い
生
命

カ
・
豊
か
な
情
緒
を
も
つ
人
間
像
」

の
子
供
を
育
て
る
学
校
教
育
の
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
文
部

省
の
指
定
を
契
機
と
し
て
、
す
べ
て

の
児
童
生
徒
に
同
和
問
題
に
対
す
る

正
し
い
理
解
と
問
題
解
決
へ
の
使
命

感
を
育
て
る
同
和
教
育
に
力
を
入
れ

て
ま
い
り
ま
す
。

少
年
の
非
行
は
全
国
的
に
大
き
な

問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
の
連
け
い
を
密
に
し

て
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

社
会
教
育
の
理
念
は
、
男
も
女
も

老
人
も
子
供
も
「
一
生
に
わ
た
っ
て

学
び
続
け
る
」
生
涯
教
育
と
思
っ
て

い
ま
す
。
し
た
か
っ
て
公
民
館
を
主

軸
に
し
て
各
年
代

・
各
層
に
適
応
し

た
学
習
の
場
と
機
会
を
作
り
、
住
民

意
識
の
高
揚
と
連
帯
意
識
を
高
め
、

ぬ
く
も
り
の
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
遺
産
の
保
存
伝
承
は

継
続
し
て
努
力
し
ま
す
が
、
新
た
に

町
の
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
か
た
が
た
に

史
跡
め
ぐ
り
と
学
習
を
し
て
い
た
だ

同
和
教
育
と生

涯
教
育
に
力
点

の
健
康
検
査
や
検
診
を
き
め
細
か
く

実
施
す
る
こ
と
と
、
受
診
率
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
成
人
病
対
策
で
は
必

要
と
思
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
健
康

と
な
り
組
の
活
動
並
び
に
健
康
づ
く

り
料
理
教
室
な
ど
を
通
じ
て
健
康
教

育

・
予
防
医
療
に
努
め
ま
す
。

昨
年
三
月
の
定
例
町
議
会
に
お
い

て
、
大
洲
高
校
肱
川
分
校
跡
地
利
用

に
つ
い
て
五
十
八
年
度
中
に
方
向
づ

け
を
し
た
い
と
申
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
来
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
間
に
公
民
館
横
の
宇
和
島

自
動
車
株
式
会
社
所
有
の
土
地
か
購

入
で
き
る
新
た
な
事
態
が
起
き
ま
し

こ
。

t
 建

物
を
新
設
す
る
場
合
は
将
来
の辺周舎庁む進.‘
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検て野視的期長

維
持
管
理
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば
役
場
庁
舎
・
公

民
館
と
の
つ
な
が
り
を
配
慮
し
な
が

ら
、
長
期
的
視
野
で
総
合
的
に
判
断

し
て
計
画
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

肱
川
分
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
さ

し
む
き
住
民
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や

軽
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
行
事
の
た
め
の

長
期
的
視
野
で

総
合
的
な
計
画
を
検
討

ど
こ
の
市
町
村
に
も
大
き
な
悩
み

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
住
民
の

知
恵
に
よ
っ
て
開
発
可
能
な
住
民
の

幸
せ
に
つ
な
か
る
何
か
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
要
は
そ
の
何
か
を
探
り
出

す
知
恵
と
努
力
が
あ
る
か
な
い
か
で

す
。
知
恵
も
出
さ
ず
努
力
を
惜
し
み
‘

こ
こ
は
駄
目
だ
、
農
林
業
は
駄
目
だ

と
言
っ
て
い
た
の
で
は
絶
望
感
だ
け

が
頭
に
し
み
込
ん
で
希
望
が
な
く
な

り
山
村
に
生
き
る
意
欲
ま
で
も
な
く

特
産
開
発
事
業
は

全
町
民
の
力
で

河
辺
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
現
在
建

設
省
が
地
質
調
査
を
行

っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
結
果
を
み
て
対
応
す
る
こ

と
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
三
月
の

県
議
会
で
「
建
設
促
進
を
決
議
し
た
」

旨
の
知
事
発
言
が
あ
り
ま
し
た
の
で

当
町
と
し
て
建
設
の
是
非
に
つ
い
て

検
討
に
入
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
関
係
住
民
と
の
か
か
わ
り

あ
い
、
肱
川
町
に
と
っ
て
ど
う
な
る

の
か
を
関
係
機
関
と
協
議
検
討
の
上

結
論
を
出
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま

す
が
、
関
係
住
民
そ
し
て
肱
川
町
に

と
っ
て
大
き
な
問
題
で
す
の
で
誤
り

の
な
い
方
向
づ
け
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ダ
ム
建
設
は

住
民
の
意
見
を
聞
い
て慎

重
に

い
て
見
聞
を
広
め
る
計
画
を
し
て
お

り
ま
す
。

広
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

こ要こな
そな れ つ
秘こかて
めとらし
らは 山 ま
れ ゴ村い
た山 の ま
大村住す

,y•云- きで民 ゜

→ヤ・ 園 なあに
未る と
来肱 つ
が川て

5月末完成を目指して工事が進む特産開発センター あに必=｛
 

る
」
と
言
う
発
想
の
転
換
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
か
肱
川
町
の
明
日
の
展
望

を
切
り
開
く
大
き
な
カ
ギ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

新
し
い
試
み
と
し
て
の
特
産
開
発

事
業
も
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
取

り
組
み
ま
し
て
、
い
よ
い
よ
新
年
度

か
ら
船
出
を
し
ま
す
か
、
一
部
の
者

が
努
力
し
た
ぐ
ら
い
で
は
と
う
て
い

成
功
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

肱
川
町
の
分
身
と
し
て
の
位
置
づ

け
の
事
業
で
す
。
議
会
を
は
じ
め
関

係
機
関
団
体
・
全
町
民
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
‘
こ
の
事
業
が
で
き
る
だ

け
早
く
軌
道
に
の
り
、
町
民
の
所
得

を
ふ
や
し
、
利
用
者
に
喜
ん
で
い
た

だ
く
よ
う
全
力
を
尽
し
ま
す
。

何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
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国
の
予
算
は
、
借
金
財
政
か
ら
の

脱
却
•
財
政
再
建
を
課
題
と
し
て
歳

出
抑
制
の
緊
縮
予
算
か
国
会
で
審
議

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
当

町
の
現
状
を
考
え
ま
す
と
、
生
活
・

生
産
基
盤
の
整
備
が
必
要
で
す
。
ま

た
活
性
化
に
も
連
が
っ
て
ぎ
ま
す
の

で
、
経
常
経
費
の
節
減
合
理
化

・
効

率
化
を
は
か
り
、
積
極
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
十
八
億
五
百
万

円
で
対
前
年
度
比
一
四
・
ニ
％
伸
び
ま

し
た
。
特
別
会
計
予
算
は
三
億
九
千

六
百
三
十
万
円
で
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
を
合
わ
し
た
予
算
総
額
は
二

十
二
億
百
三
十
万
円
と
な
り
、
前
年

度
と
比
較
す
る
と
一
四
・
一
％
の
伸
び

と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
新
年
度
予
算
で
は
、
地

域
改
善
対
策
に
大
型
経
費
を
計
上
し
、

地
域
環
境
の
改
善
を
推
進
し
ま
す
。

次
に
町
債
は
起
債
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
実
際
は
町
の
借
金
で
す
。

起
債
の
種
類
に
よ
っ
て
、
元
利
償
還

金
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
毎
年

地
方
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
に

算
入
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
昭
和
五
十
九
年
度
の
起
債

計
画
は
、
災
害
復
旧
事
業
債
は
返
っ

て
く
る
率
が
九
五
％
で
三
百
六
十
万

円
、
辺
地
対
策
事
業
債
と
地
域
改
善

地
域
改
善
事
業
に

大
型
予
算
を
計
上

予

算

編

成

方

針

対
策
事
業
費
は
返
っ
て
く
る
率
が
八
を
い
た
だ
い
て
、
二
年
ぶ
り
に
原
則

0
％
で
二
億
二
千
三
十
万
円
、
過
疎
と
し
て
約
五
％
の
額
を
引
き
上
げ
る

対
策
事
業
債
は
返
っ
て
く
る
率
か
七
こ
と
に
し
ま
し
た
。

0
％
で
九
千
六
百
四
十
万
円
、
合
計
財
政
調
整
資
金
積
立
金
は
、
一
般

し
て
三
億
二
千
三
十
万
円
と
な
り
ま
家
庭
で
い
う
定
期
預
金
で
す
。
早
く

し
た
。

一
億
円
の
大
台
に
す
る
こ
と
が
念
願

県
へ
対
し
て
は
強
く
働
き
か
け
、
で
し
た
が
、
五
十
八
年
度
末
に
一
億

予
定
ど
お
り
許
可
を
受
け
る
よ
う
努
二
千
五
百
万
円
に
な
り
ま
す
。

力
し
て
い
く
考
え
で
す
。

新
年
度
予
算
で
は
取
り
あ
え
ず
一

特
別
職
の
報
酬
並
び
に
各
種
委
員
千
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
か
、
年
度

の
費
用
弁
償
等
に
つ
い
て
は
、
特
別
中
に
追
加
し
て
増
額
で
き
る
よ
う
に

職
報
酬
等
審
議
会
へ
諮
問
し
、
答
申
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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な
あ
、
自
主
財
政
に
乏
し
い
た
め

財
政
力
指
数
は
、

O・
一
四

0
で
あ

り
ま
す
が
、
更
に
若
干
低
下
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
状
態
で
あ
り
ま

す。
さ
て
、
ご
質
問
の
あ
り
ま
し
だ
地

方
局
管
内
で
の
、
財
政
力
指
数
の
順

位
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
町
村

間
の
財
政
の
状
況
を
比
較
す
る
の
に

用
い
ま
す
指
数
は
、
種
々
あ
り
ま
す

の
で
‘
―
つ
の
指
数
だ
け
で
判
断
す

る
訳
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
が
、
財
政

力
指
数
だ
け
で
申
し
ま
す
と
、
当
町

は
、
郡
内
で
二
番
目
、
地
方
局
管
内

で
四
番
目
に
低
い
状
況
で
あ
り
ま

す。

問
さ
き
の
国
会
に
お
い
て
、
昭
和

五
十
九
年
度
の
、
地
方
財
政
計
画
の

説
明
か
あ
っ
た
か
、
当
町
に
お
け
る

財
政
の
見
通
し
は
ど
う
か
伺
い
た
い
。

な
お
、
八
幡
浜
地
方
局
管
内
に
お

け
る
、
財
政
力
指
数
の
順
位
に
つ
い

て
も
併
せ
て
伺
い
た
い
。

答
現
在
の
段
階
で
、
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
考
慮
せ
す
に
推
計
い
だ

し
ま
す
と
、
経
常
収
支
は
、
八
三

バ
ー
セ
ン
ト
か
ら
、
八
六
バ
ー
セ
ン

ト
と
な
り
、
極
端
な
硬
直
化
は
な
い

も
の
と
思
つ
て
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
公
債
比
率
は
、
有
利
な

起
債
に
該
当
さ
せ
る
よ
う
心
が
け
て

あ
り
ま
す
の
で
、
上
向
き
の
傾
向
と

な
り
、
ピ
ー
ク
時
に
は
一
六
バ
ー
セ

ン
ト
程
度
で
推
移
す
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

◎
町
財
政
の
見
通
し
に
つ
い
て

般

質

問

問
町
営
住
宅
が
常
時
満
室
に
な

っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
見
喜
こ

ば
し
い
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
か
、
不

適
格
者
が
入
居
し
て
、
真
に
住
宅
を

必
要
と
す
る
人
々
の
、
障
害
と
な
っ

◎
町
営
住
宅
の
入
居
基
準
に
つ
い

て

問
昨
年
末
実
施
さ
れ
て
い
る
地
質

◎
河
辺
ダ
ム
に
つ
い
て

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ

る
か
、
入
居
甚
準
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

答
定
住
促
進
を
は
か
る
だ
め
、
公

営
住
宅
法
の
目
的
に
添
つ
て
、
低
所

・ー

さ

―

冒

得
者
へ
の
住
宅
供
給
を
行
っ
て
あ
り

ま
す
が
、
入
居
基
準
に
つ
き
ま
し
て

は
、
法
で
定
め
て
あ
り
ま
す
と
あ
り

入
居
者
の
収
入
基
準
等
、
第
二
種
公

営
住
宅
の
基
準
に
従
っ
て
、
入
居
許

可
を
い
だ
し
て
あ
り
ま
す
。

な
あ
、
ご
意
見
の
あ
り
ま
し
だ
よ

う
に
、
常
に
余
裕
を
も
つ
て
需
要
に

応
じ
ら
れ
る
態
勢
を
と
る
こ
と
も
大

切
で
す
が
、
見
通
し
の
な
い
ま
ま
空

室
に
し
て
あ
く
こ
と
に
も
、
問
題
が

あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
需
要
の
動
向

を
見
極
め
な
が
ら
、
合
後
の
住
宅
建

設
計
画
を
検
討
し
て
ま
い
り
だ
い
と

考
え
て
あ
り
ま
す
。
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調
査
の
結
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
も
し
ダ
ム
建
設
か
決
定
し
た
と

す
る
と
、
完
成
後
の
鹿
野
川
は
、
あ

ら
ゆ
る
面
で
大
き
な
打
撃
を
う
け
る

こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

町
長
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ

る
考
え
か
伺
い
た
い
。

答
本
年
度
の
調
査
結
果
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
正
式
に
受
け
て
あ
り
ま
せ

ん
が
、
さ
き
の
県
議
会
に
あ
い
て
、

知
事
が
発
言
を
さ
れ
て
あ
り
ま
す

の
で
、
県
と
し
て
は
積
極
的
な
考

え
を
も
つ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す。
し
か
し
、
発
言
の
内
容
と
し
て
は

建
設
省
に
あ
い
て
、
昭
和
五
十
九
年

度
も
更
に
精
密
な
調
査
を
進
め
る
と

い
う
こ
と
で
、
方
向
づ
け
は
明
確
に

さ
れ
て
い
な
い
訳
で
あ
り
ま
す
し
、

政
策
的
な
票
の
考
え
方
と
、
技
術
的

な
建
設
省
の
考
え
方
に
は
、
多
少
＜

い
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
あ
の
よ
う
な
発
言
が

あ
つ
だ
以
上
は
、
町
と
い
だ
し
ま
し

て
も
、
ご
意
見
の
よ
う
な
悪
影
響
を

う
け
る
の
か
、
ま
だ
町
発
展
に
つ

な
が
る
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
、
検
討
す
べ
き
段
階
が
、
到
来
し

だ
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
明
年
度
か

ら
そ
の
対
廊
を
い
だ
し
だ
い
と
考
え

ま
す
。な

あ
、
関
係
地
域
住
民
の
み
な
さ

ん
の
不
安
も
、
非
常
に
大
き
い
こ
と

は
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

に
つ
い
て
の
措
置
も
、
検
討
し
て
ま

い
り
だ
い
と
思
っ
て
あ
り
ま
す
。



匂
問
こ
の
制
度
に
よ
る
現
在
の
貸
付

⑦
限
度
額
は
、
個
人
百
万
円
、
法
人
二

m} 
匝

◎
中
小
企
業
振
興
資
金
に
つ
い
て

問
道
路
整
備
員
廃
止
の
代
替
措
置

と
し
て
、
町
内
の
主
要
路
線
に
つ
い

て
は
、
年
間
二
回
運
行
す
る
と
い
う

計
画
で
あ
っ
た
と
思
つ
が
、
あ
ま
り

稼
動
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
実
態
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
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答
令
年
度
は
、
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
が
多
発
し
、
そ
の
事
後
処
理
と

更
に
、
積
雪
が
多
か
つ
だ
関
係
な
ど

で
、
グ
レ
ー
ダ
ー
の
運
行
に
支
障
を

き
だ
し
、
十
分
な
対
応
が
で
き
な

か
つ
だ
こ
と
は
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

明
年
度
か
ら
は
、
町
の
運
行
計
画

を
明
示
し
て
、
関
係
者
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
運
行
い
だ
し
だ
い
と
考
え

す
で
に
そ
の
運
行
計
画
も
で
き
て
あ

り
ま
す
の
で
、
令
月
の
部
落
長
会
へ

提
出
す
る
こ
と
に
い
だ
し
て
あ
り
ま

す。 ◎
グ
レ
ー
ダ
ー
の
運
行
に
つ
い
て

◎
高
校
分
校
跡
地
の
利
用
に
つ
い

て
百
万
円
で
あ
り
、
保
証
人
も
二
人
を

必
要
と
す
る
。

そ
の
た
め
か
、
現
在
の
利
用
者
は

十
七
人
で
、
金
額
も
千
百
六
十
万
円

に
止
ま
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
こ
の
資
金
の
利
用
促
進

を
は
か
る
た
め
に
、
貸
付
限
度
額
の

引
き
上
げ
と
、
貸
付
期
間
の
延
長
を

さ
れ
て
は
ど
う
か
。

答
運
営
の
な
か
で
は
聞
い
て
い
な

い
が
、
そ
の
よ
う
な
意
見
が
多
い
と

す
れ
ば
、
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
と
う
か
、
よ
く
検
討
し
て
み
だ
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
あ
、
そ
の
結
果
必
要
で
あ
れ
ば

変
更
す
る
こ
と
に
、
や
ぶ
さ
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
さ
き
の
議
会
に
お
い
て
、
本

年
度
中
に
使
用
目
的
を
決
定
す
る

と
回
答
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
結

果
は
ど
う
な
っ
た
の
か
、
伺
い
た

、。し答
か
け
が
え
の
な
い
土
地
で
あ

る
の
で
、
使
用
目
的
を
急
い
で
決

め
る
の
で
は
な
く
、
百
年
の
大
計

の
だ
め
に
慎
重
に
検
討
し
て
、
決

定
い
だ
し
た
い
と
考
え
て
あ
り
ま

す。
そ
の
だ
め
に
、
当
面
の
措
置
と
し

て
、
公
民
館
横
の
宇
和
島
自
動
車

（
株
）
の
所
の
土
地
を
購
入
し
、
ま
す

こ
の
土
地
の
方
か
ら
先
に
利
用
し
だ

い
と
考
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
願
い
だ
い
。

◎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
業
務
の
委

託
に
つ
い
て

問
最
近
町
外
に
お
い
て
挙
式
さ
れ

る
例
が
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
公
民
館
挙
式
に
制

約
も
あ
る
の
で
、
あ
る
程
度
止
む
を

得
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
か
、
町
内

の
商
工
業
者
に
与
え
る
影
響
も
大
き

い
の
で
、
何
ら
か
の
対
応
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
挙
式
は
、
あ
く
ま
で
も
華
美
に

な
ら
な
い
よ
う
、
本
人
や
身
近
い
人

だ
ち
を
中
心
と
し
だ
、
公
民
館
結
婚

式
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
だ
だ
く
よ

う
な
働
き
か
け
を
し
て
、
町
外
挙
式

の
傾
向
に
対
処
し
だ
い
と
思
つ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
だ
め
に
施
設
を
造

る
こ
と
は
考
え
て
あ
り
ま
せ
ん
。

な
あ
、
町
内
で
挙
式
を
し
だ
人
と

町
外
で
挙
式
し
だ
人
を
対
比
し
て
見

ま
す
と
、
町
内
で
挙
式
し
た
人
は
、

平
常
か
ら
、
青
年
団
・
後
継
者
・
社

会
教
育
等
の
活
動
に
よ
く
参
加
し
て

い
だ
人
だ
ち
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
面
か
ら
の
啓
発
も
併
せ
て

行
い
だ
い
と
考
え
て
あ
り
ま
す
。

問
行
財
政
改
革
そ
の
他
の
関
係
で

以
前
か
ら
話
題
に
な
っ
て
い
た
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
、
近
く

開
業
す
る
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー
ヘ
委

託
さ
れ
て
は
ど
う
か
。
町
長
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

答
特
産
開
発
事
業
の
中
へ
、
結
食

◎
町
外
で
の
結
婚
式
及
び
披
露
宴

に
つ
い
て

◎
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の

部
改
正

◎
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の
制
定

セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
組
み
入
れ
て
は

と
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

ま
す
は
、
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て

あ
り
ま
す
特
産
開
発
事
業
を
、
軌
道

に
乗
せ
更
に
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
先

決
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
後
の
課

題
と
し
て
、
教
育
委
員
会
と
共
に
研

究
協
議
を
い
だ
し
ま
し
て
、
方
向
づ

け
を
し
だ
い
と
考
え
ま
す
。

議
決
し
だ
議
案

◎
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん

次
の
二
名
に
つ
き
、
推
せ
ん
に
同

意
し
た
。

肱
川
町
大
字
中
居
谷
一
八
六
番
地

飛

野

虎

生

大
正
十
年
十
月
二
日
生

肱
川
町
大
字
宇
和
川
七
三
五
番
地

菊

池

昭

三

郎

昭
和
二
年
九
月
四
日
生

森
林
法
に
基
づ
く
火
入
れ
許
可
事

務
が
、
市
町
村
へ
の
委
任
事
務
に
移

行
す
る
た
め
に
、
条
例
制
定
が
必
要

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

中
央
簡
易
水
道
起
債
償
還
金
の
据

置
期
間
満
了
に
よ
る
元
金
の
償
還
開

始
及
び
総
務
費
、
業
務
費
等
の
自
然

増
に
よ
っ
て
、
四
月

一日
か
ら
平
均

一
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

◎
衆
議
院
議
員
定
数
是
正
に
関
す

る
要
望
決
議

保
険
料
の
増
額
に
と
も
な
い
、
基

金
の
額
を
二
十
万
円
追
加
し
て
、
八

百
十
万
円
と
し
た
。

四
月
一
日
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
五
パ
ー

セ
ン
ト
程
度
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ

こ。t
 町

長
月
額
四
十
八
万
三
千
円

助
役
＂
四
十
一
万
七
千
円

収
入
役
＂
三
十
八
万
九
千
円

教
育
長
＂
三
十
七
万
五
千
円

議

長

＂

十

三

万

六

千

円

副

議

長

＂

十

万

七

千

円

議

員

＂

九

万

三

千

円

こ
の
は
か
、
教
育
委
員
・
農
業
委

員
・
民
生
委
員
、
そ
の
他
役
職
の
報

酬
・
手
当
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

若
干
の
引
き
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
道
路
認
定

農
道
西
谷
線
外
十
九
路
線
、
林
道

ア
タ
ゴ
線
外
一
路
線
が
、
新
た
に
町

管
理
の
農
道
及
び
林
道
と
し
て
認
定

さ
れ
た
。

愛
媛
三
区
か
定
数
是
正
対
象
区
域

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
人
口
比
だ
け

で
な
く
、
行
政
区
域
の
面
積
等
も
考

慮
の
う
え
、
現
状
を
維
持
さ
れ
る
よ

う
、
強
く
要
望
す
る
決
議
案
が
採
択

◎
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
改
正

◎
国
民
年
金
印
紙
購
入
基
金
条
例

の
一
部
改
正
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肱
川
町
職
員
の
異
動
を
四
月
一
日

付
で
次
の
と
お
り
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
昨
年
度
か
ら
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
し
た
「
肱
川
町
特
産
開

発
セ
ン
タ
ー
」
の
新
設
に
伴
う
人
容

の
整
備
と
、
町
民
課
に
地
域
改
善
係

を
設
け
、
そ
の
事
業
の
推
進
を
図
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
長
期
在
任
者
の
異
動
を
行

い
、
職
場
の
新
陳
代
謝
も
図
っ
て
い

ま
す
。

異
動
後
の
職
員
配
置
図
を

(11
ペ
ー

ジ
）
に
載
せ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ー
（
）
内
は
旧
任
ー

▽
建
設
課
長
増
田
勇
人
（
町
民
課

長
兼
町
民
相
談
係
長
）
▽
企
画
課
長

兼
商
工
観
光
係
長
上
田
治
男
（
企

画
課
長
）
▽
町
民
課
長
兼
地
域
改
善

係
長
松
尾
国
和
（
建
設
課
長
）
▽

町
民
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
兼
町
民

相

談

係

長

兵

頭

茂

（

総

務

課

長

補
佐
兼
財
政
係
長
）
▽
企
画
課
長
補

特
産
開
発
セ
ン
タ
ー
、
王
任
を
配
演

四
月
一
日
付
で
二
十
人
が
異
動

河
辺
川
ダ
ム
建
設
に
伴
う
、
交
通
・

通
信
・
農
林
商
工
・
環
境
衛
生
・
教

育
文
化
•
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
影
響
に

つ
い
て
の
調
査
研
究
を
行
う
目
的
で

◎
河
辺
川
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

の
設
置

さ
れ
た
。

設
置
さ
れ
た
。

な
お
、
委
員
の
定
数
は
八
人
、
任

期
は
、
明
年
五
月
五
日
ま
で
と
な

っ

て
い
る
。

選
任
さ
れ
た
委
員
は
次
の
と
お
り
。

下

石

勲

・
岩
田
清
茂

・
山
中
美

茂
・
渡
辺
弘
務
・
冨
永
計
次

・
山
内

壮
亮
・
大
田
恒
・
西
本
源
格

佐
・
地
方
公
社
肱
川
町
特
産
開
発
セ

ン
タ
ー
主
任
中
野
文
雄
（
税
務
課

長
補
佐
兼
調
査
登
記
係
長
）
▽
税
務

課
長
補
佐
兼
調
査
登
記
係
長
安
川

武
志
（
町
民
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
）

▽
建
設
課
長
補
佐
万
願
寺
亀
次
（
建

設
課
長
補
佐
兼
水
道
係
長
）

▽
企
画

課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
・
特
産
開
発

推

進

事

業

担

当

上

岡

茂

（

企

画

課
長
補
佐
•
特
産
開
発
推
進
事
業
担

当
）
▽
総
務
課
長
補
佐
心
得
兼
総
務

係
長
片
山
政
治
（
総
務
係
長
）
▽

建
設
課
水
道
係
長
和
気
武
士
（
商

工
観
光
係
長
）
▽
総
務
課
財
政
係
長

桜
田
和
明
（
農
業
委
員
会
農
地
主
事
）

▽
町
民
課
国
民
年
金
係
宮
本
正
三

（
税
務
課
主
事
）
▽
町
民
課
福
祉
係

亀
田
隆
代
（
農
林
課
主
事
）

▽
農
林

課
農
林
振
興
係
出
水
文
子
（
議
会

事
務
局
書
記
）
▽
町
民
課
地
域
改
善

係
三
瀬
健
一
（
町
民
課
国
民
年
金

係
）
▽
企
画
課
商
工
観
光
係
畦
崎

和
男
（
建
設
課
技
師
）
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新
せ
き
や
近
所
に
な
い
名
前
を
と
思

っ
て

名

付

一

］
 

一

上
野
美
幸
ち
ゃ
ん
〔
上
鹿
野
川
〕

誓

・

13
日
生
ま
れ
(
1
歳

10
か

月

）

（

正

け

ま

し

た

。

一

）

）

十

日

程

前

に

、

う

さ

ぎ

小

屋

の

ト

タ

ン

で

人

一

歳

歳

＿

2
3
2
1

さ
し
指
を
き
り
、
お
医
者
さ
ん
に
縫

っ
て
も
ら

＿

（

（

 

ん

ん

い

ま

し

た

か

、

本

人

は

今

も

ヘ

ッ
チ
ャ
ラ
の
よ

―一一

~
,；
ん
こ
つ
い
平
几
な

子に
育
っ
て
ほ
し
い
と
頼

っ
一

さ

さ

都

て

い

ま

す

。

父

母

9
,；し
更
籟

f
’

し

1,
｀

＾
 

お

お

9

の
好
き
な
名
前
を
選
ん
で
名
付
け
ま
し

さ
い
時
か
ら
、
人
見
知
り
せ
ず
手
を
出
さ

と
誰
に
で
も
抱
か
れ
る
愛
き
ょ
う
者
で
す
。

男
の
子
に
間
違
え
ら
れ
ま
す
が
、
活
発
な

子
で
す
。

来

は

や

さ

し

く

思

い

や

り

の

あ

る

子

に

育

っ

三

浦

春

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

57

農
業
委
員
会
一

▽
農
地
主
事

企
画
係
長
）

ゎ o

薮
育
委
員
会
一

▽
予
子
林
小
学
校
主
事
兼
幼
稚
園
助

教
諭
上
岡
時
子
（
岩
谷
幼
稚
園
）

▽
岩
谷
小
学
校
主
事
兼
幼
稚
園
教

諭
中
田
初
子
（
予
子
林
幼
稚
園
）

▽
肱
川
中
学
校
用
務
員
中
岡
稲
生

（
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）
▽
公
民

館
主
事
飛
野
澄
子
（
町
民
課
主
事
）

▽
公
民
館
管
理
人
上
甲
福
子

（
肱
川
中
学
校
用
務
員
）
▽
給
食
セ

ン
タ
ー
調
理
員
河
野
幸
子
（
公
民

館
管
理
人
）

飛
野
弘
幸
（
企
画
課

顕凪
▽
書
記
池
田
悦
子
（
公
民
館
主
事

鹿野川園地を出発する中野小鼓笛隊

四
月
三
日
、
鹿
野
川
花
ま
つ
り
式

典
か
鹿
野
川
園
地
の
野
外
ス
テ
ー
ジ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
久
保
田
観
光
協
会

長
、
丸
山
公
園
園
主
・

冨
永
廣
氏
を

は
じ
め
関
係
者
二
十
人
が
出
席
し
て

神
事
が
行
わ
れ
、
花
ま
つ
り
期
間
中

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
式
典
の

あ
と
も
ち
ま
き
と
中
野
小
学
校
児

童
に
よ
る
鼓
笛

パ
レ
ー
ド
が
鹿
野

川
園
地
か
ら
鹿
野
川
商
店
街
を
行
進

し
て
花
ま
つ
り
の
開
幕
を
祝
い
ま
し

こ
。

f
 

花
ま
つ
り
の
開
幕
を
祝
い

鼓
笛
バ
レ
ー
ド
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前
議
長
岩
田
槙

太
郎
氏
、
同
堀
川

史
朗
氏
は
、
町
議

会
議
員
と
し
て
三

十
年
以
上
在
職
し
、

地
方
自
治
伸
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
に
よ
り
、
こ
の
ほ
ど
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

な
お
、
両
氏
へ
は
町
か
ら
も
記
念

岩
田
・
堀
川
前
議
長
に

地
方
自
治
功
労
賞

優
良
教
員
と
し
て

土
井
教
諭
（
岩
谷
小
）
が
受
賞 堀川 史朗氏

•

9

、

9

ヽ
ー
、

I
•
I
•
9

•
9
•

9

、

9
•

9

•
9
•
9
•

9

•
9

、

9

ヽ

9

ヽ

9

•

9

•

9

、

9
•
9

、

9
•
9

•

I
•
9
•
9
•
9

.

｀
、

9

•
9
•
9

•
9

•
9
•

9

、

9
•
9
•
9
.
9

、

9
•
9
•
9

．
ー
、

9

ヽ
ー
、

I
•
I
•
I
•
I
‘

ー
・

1

、

I
•
I

、

I
•
I
•
I

ヽ
ー
、

I
•
I
‘

ー
、

一
桜
な
ど
の
サ
田
木

千
本
を
植
樹
一

町
創
立
四
十
周
年
記
念

'

9
9
9
]

r
•
I
•
9
、
9
•
9
、
9
•
9
ヽ
9
.
9

、
9
•
9
、
9
•
9
•
9
.
9

•
9
.
I

•
I
‘
ー
・
1
、
9
•
I
•
9
ヽ
ー
•
9
•
9
.

町
創
立
四
十

周
年
を
記
念
す

る
花
木
植
樹
が
、

三
月
二
十
四
日

鹿
野
川
園
地
と

過
疎
林
道
肱
川

1
野
村
線
沿
線

で
行
わ
れ
ま
し

こ。t
 

｀

こ
の
植
樹
は
、

一

昨
年
の
町
創
立

と百し

r

四
十
周
年
を
記
念
し
て
、
花
い
っ
ぱ
ま
し
た
。

い
の
町
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
行
わ
過
疎
林
道
肱
川
ー
野
村
線
は
、
五

れ

た

も

の

で

す

。

十

九

年

度

完

成

を

目

指

し

て

工

事

が

当
日
は
、
町
議
員
・
農
業
委
員
・
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
完
成

森
林
組
合
職
員
•
町
職
員
ら
約
六
十
す
る
と
、
鹿
野
川
園
地
か
ら
岳
山
・

人
の
手
で
、
桜
の
名
所
鹿
野
川
園
地
峰
峠

・
天
神
・
大
野
ヶ
原
を
結
ぶ
観

や
、
過
疎
林
道
肱
川

1
野
村
線
沿
い
光
道
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
道
路

約
五
キ
ロ
に
、
桜
四
百
二
十
本
・
モ
沿
い
に
植
え
ら
れ
た
桜
や
サ
ザ
ン
カ

ミ
ジ
三
百
本
・
ツ
バ
キ
百
五
十
本
・
の
花
が
、
道
行
く
人
達
の
心
を
和
ま

サ
ザ
ン
カ
百
三
十
本
を
植
え
込
み
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

h
_

＿＿＿＿
―_＿＿＿＿

-l-_＿＿＿-_―――――-『-
＿＿＿
-――__ ＿_
＿
―
―

_
＿
＿＿＿
-
—

_
＿＿_
＿
—
—
_
＿
_
＿＿ー
ー
＿
＿
＿
＿
＿
―
―
_

＿＿＿
＿
ー
ー

＿
＿
＿
＿
＿
ー
—_＿
_
＿
＿
-
＿
—
←

__ ＿—
—
_
＿
_＿
-
―
―
_
＿

＿
_
＿
―
―
_

＿
＿
＿
＿―
_
―
――
―
-
＝
-
＿
＿
_
＿

ー―
_
＿
＿
＿

-
l—__ ＿
＿
＿
-
—
_
＿

_
-
r
-
—_
＿
＿
＿
-

―
-
―
―
―

―
-『-
＿
_
＿
_
＿
-
―
_
＿
＿

＿
-
l
h
-
―
――
―
―__
 
＿――-―_＿_
＿_―― 
____ -1-____-—_—___-

—-_
____——_____

—-————-
—_—___
_—— 

__
 

___-—-9-
_—— 

__ ＿＿＿_―_＿＿
＿―-h-_
＿＿一↑
n
__ _—-·____-—____-—

—_____ 

__ ———•_—-

__ ＿＿＿
--9m-
―_＿_＿＿一』．
n-
ー一

土
井
豊
城
教
諭
（
岩
谷
小
）
は
、

教
育
に
対
す
る
信
念
と
情
熱
、
豊
か

な
経
験
と
熟
練
し
た
指
導
力
を
持
ち
、

山
間
へ
き
地
の
特
色
を
生
か
し
て
「
地

域
に
根
ざ
し
た
教
育
」
の
進
展
に
寄

与
し
た
貢
績
に
よ
り
、
去
る
二
月
二

十
日
、
愛
媛
県
庁
に
お
い
て
県
知
事

優
良
教
員
と
し
て
表
賞
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

今
後
と
も
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
し
ま
す
。

岩田槙太郎氏

一噌←へ珈

町議員さんらの手で植えられる花木

ご
あ
い
さ
つ
変
：

JIl
い
い
い
[

~
1

:
I
t
ピ

□い□
い

いば
門
〗
〗
〗
[
[
〗

私
は
‘
去
る
三
月
三
十
一
日
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
お

付
を
も
ち
ま
し
て
、
当
肱
川
郵
り
ま
す
の
で
、
前
任
者
と
同
様

便
局
の
局
長
に
就
任
い
た
し
ま
何
と
ぞ
一
層
の
御
理
解
と
御
協

し
た
岩
野
安
行
で
ご
ざ
い
ま
す
。
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
就
任
に

御
当
地
は
山
紫
水
明

・
自
然
際
し
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一

の

豊

か
な
と
こ
ろ
と
認
識
し
て

9
 一

お

り

、

今

回

こ

の

地

で

皆

様

と

肱

川

郵

便

局

長

一
9
 一

共

に

仕

事

の

で

き

る

こ

と

を

大

岩

野

安

行

9
 

9
 彎

5
ム

會

彎

品
を
贈
り
、
祝
意
を
表
さ
れ
ま
し
た
。

土井 豊城氏

受
験
・
新
入
社
・
人
事
異
動
等
、

春
は
ス
ト
レ
ス
が
多
い
の
で
、
胃
や

十
二
指
腸
カ
イ
ヨ
ウ
に
な
っ
た
り
‘

再
発
で
悩
む
人
が
一
番
多
い
時
期
と

い
い
ま
す
。

胃
カ
イ
ヨ
ウ
が
四
十
ー
五
十
歳
以

上
の
人
に
多
く
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、

十
二
指
腸
カ
イ
ヨ
ウ
は
二
十
ー
三
十

歳
代
の
若
い
人
に
多
く
、
最
近
は
小

学
生
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
‘
胃
カ
イ
ヨ
ウ
は
空
腹
時
に

も
食
べ
た
直
後
に
も
み
ぞ
お
ち
の
と

こ
ろ
が
痛
み
ま
す
が
、
十
二
指
腸
カ

イ
ヨ
ウ
は
早
朝
や
夕
食
前
な
ど
空
腹

時
に
痛
む
こ
と
か
多
い
。
胸
や
け
も

一
十
二
指
腸
カ
イ
ヨ
ウ
一

げ
っ
ぷ
も
よ
く
み
ら
れ
ま
す
が
、
食

事
を
と
っ
た
り
、
制
酸
剤
の
服
用
な

ど
に
よ
り
症
状
が
軽
快
し
ま
す
し
、

食
欲
も
あ
る
の
で
、
市
販
の
胃
薬
な

ど
で
ご
ま
か
し
て
い
る
人
が
多
い
よ

う
で
す
。

し
か
し
‘
放
っ
て
お
く
と
穴
が
あ

い
て
腹
膜
炎
を
お
こ
し
た
り
‘
胃
と

．

ゅ
う
も
人

の
間
に
あ
る
幽
門
か
狭
く
な
っ
た
り

す
る
た
め
、
食
べ
も
の
が
腸
に
下
が
っ

て
行
き
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
胃
ガ
ン
の
危
険
も
で
て

き
ま
す
。

き
ち
ん
と
し
た
治
療
を
受
け
れ
ば

割
に
治
り
や
す
い
病
気
で
す
か
ら
、

早
く
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

口

医

学



匝 ⑳ 田(10)

あ
る
い

警
察
や
学
校
か
ら
の
連
絡
で
わ
か

子
の
非
行
を
知
り
「
う
ち
の
子
に
限
っ

て
…
…
」
と
絶
句
す
る
親
が
多
い
と

い
わ
れ
ま
す
。

子
供
は
、
あ
る
日
突
然
、
非
行
に

走
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
気
に

潜
伏
期
間
が
あ
る
よ
う
に
、
非
行
と

い
う
心
の
病
に
も
”
前
ぶ
れ
II

が
あ

り
ま
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
子
供

の
生
活
を
注
意
深

<

v

見

守

り

な

か

ら

、

非

し

行

の

芽

を

早

い

時

期

ま

に
摘
み
と
っ
て
し
ま

Vたこ

う
こ
と
か
大
切
で
す
。

n

しも

子
供
の
ど
う
い
う

言

動

か

非

行

に

つ

な

と

か

っ

て

い

く

の

か

、

身

そ

の

元

し

“

の

い

心

く
つ
か
を
挙
げ
て
み

ま
し
た
。

●
学
校
の
成
績
か
急
に
落
ち
る

●
親
へ
の
態
度
か
悪
く
な
り
、
言
葉

遣
い
が
乱
暴
に
な
る

●
親
に
は
言
わ
な
い
で

ふ
ら
っ

と
外

出
し
、
遅
く
帰
っ
て
く
る

●
外
見
を
気
に
す
る
よ
う
に
な
り
、

服
装
が
は
で
に
な
る

●
親
に
お
金
を
ね
だ
り
、
も
ら
え
な

い
と
盗
む
よ
う
に
な
る

●
酒
や
た
ば
こ
を
隠
れ
て
、

▼
日
記
を
つ
け
さ
せ
、

一
日
の
反
省
と
明

日
へ
の
計
画
を
立

て
さ
せ
る

▼
乱
暴
な
言
葉
遣
い

は
や
め
さ
せ
る
。

近
所
の
人
へ
の
あ
い
さ
つ
を
励
行

さ
せ
る

▼
子
供
が
外
出
す
る
と
き
は
、
必
ず

5
W
1
H
を
尋
ね
る

(
5
W
1
H

1
1

い
つ

、
ど
こ
で
、
だ
れ
か
、
何

を
、
な
ぜ
、
ど
う
す
る
）

▼
小
遣
い
は
、
き
ち
っ
と
額
を
決
め
、

何
回
か
に
分
け
て
与
え
る
。

▼
子
供
同
士
の
金
銭
貸
借
は
や
め
さ

せ
る

非行の防止は

ふだんの対話から

非
行
防
止
の

た
め
に

は
堂
々
と
飲
む
。

こ
の
よ
う
な
”
兆
し
11

か

見
え
は
じ
め
た
ら
、
要
注
意
で
す
。

子
供
の
心
の
中
に
何
が
生
ま
れ
、

ど
う
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
か
、
そ
の

原

因

と

背

景

は

な

ど

の

点

に

つ

い
て
考
え
、
親
子
の
話
し
合
い
を
も

ち
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
非
行
防
止

策
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
こ
と
を
実
行
に

移
し
ま
し
ょ
う
。

員暉“`~(26)
家
庭
内
の
環
境
や
人
間
関
係
か
非

行
の
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
中
学
生
は

反
抗
期
に
あ
る
の
で
、
家
庭
団
ら
ん

の
機
会
を
で
き
る
だ
け
多
く
も
ち
、

ふ
だ
ん
か
ら
親
と
子
か
話
し
合
う
習

慣
を
つ
け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

同
時
に
、
子
供
の
日
課
や
生
活
上
の

規
律
に
つ
い
て
、
親
は
注
意
深
く
見

守
っ
て
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
月
は
「
カ
タ

バ
ミ
」
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

庭
先
・
道
端
な

ど
、
い
た
る
と
こ

ろ
に
見
ら
れ
る
多

年
草
。
黄
色
の

5

弁
花
で
、
雄
し
べ

10本
・
花
柱
が

5

本
あ
り
ま
す
。
タ

方
に
な
る
と
花
や

葉
を
閉
じ
ま
す
。

果
実
は
円
柱
形
で

直
立
し
、
熟
す
る

と
小
さ
い
種
子
が

2
m
ぐ
ら
い
飛
び

ま
す
。

4
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酸
味
が
あ
り
ま
す
。
葉
の
一
方
が

欠
け
て
い
る
の
で
、
カ
タ
バ
ミ
の
名

に
な
っ
た
と
い
う
。
色
に
よ
っ
て
、

ア
カ
カ
タ
バ
ミ
・
ウ
ス
ア
カ
カ
タ
バ

ミ
と
い
わ
れ
ま
す
。
方
言
で
ゼ

ニ
ミカタバミ（カタバミ科）

ガ
キ
・
ミ
ガ
キ
グ
サ
と
い
わ
れ
、
こ

の
生
の
葉
で
、
し
ん
ち
ゅ
う
銭
を
み

が
く
と
、
き
れ
い
に
な
る
こ
と
か
ら

つ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
小
さ
な
傷
の

血
止
め
に
な
る
の
で
、
チ
ド
メ
グ
サ

薬
効
と
用
い
方

①
痔
に
‘
煎
汁
で
洗
っ
た
り
、

塗
っ
た
り
す
る
。

②
こ
し
け
に
、

1
日

1
5
g
は
ど

煎
服
す
る
と
よ
い
。

③
ト
ラ
ホ
ー
ム
・
は
や
り
目
・

つ
か
れ
目
な
ど
に
、
全
草
の

煎
汁
を
う
す
め
た
液
で
洗
眼

す
る
と
よ
い
。

④
寄
生
性
皮
膚
病
に
、
生
の
全

草
を
と
り
、
茎
葉
の
し
ぼ
り

汁
を
作
っ
て
塗
布
す
る
。

5
月
ー

9
月
の
開
花
中
に
全

草
を
と
り
、
水
洗
い
し
ま
す
。

採
取
時
期

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

戸利であ得な一ー一］

〈国民年金門戸戸の前納制度を□
利用しましょう

国民年金では保険料を前納する制度があります。

前納しますと、ーか月ごとに納める手数もはぶけて、

納め忘れもなくなります。

前納制度をご利用される方は、年金係へ申し出てく

ださい。いそがしい方や納期ごとに納めるのか面倒だ

と思われる方は、ぜひ、前納制度をご利用 ください。

◎毎月納める場合

6,220円Xl2月＝74,640円

◎4月に 1年分を前納した場合

72,840円

＊前納すると1,800円の割り引きとなります。

※くわしいことは、町民課国民年金係へおたずねくだ

さし‘。
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長
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川
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長

大

本

清

光
佐
久
保
恵
一

（兼）
館

長

補

佐

大

本

清

光

（兼）
館

長

佐
久
保
恵
一

（兼）
館

長

補

佐

佐
久
保
恵 三

社
会
教
育
課
長

戸

長

補

[

[

塁

社
会
教
育
係
長

派
遣

社
会
教
育
主
事

社
会
教
育
主
事

森

吉

満

菊

地

利

邦

植

木

光

雄

中

野

博

司
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兼
）

税

務

係

長

安
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武

志

（兼）
調
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登
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兼
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田
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託
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雄
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森

吉
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野

澄

子

総
務
学
校
教
育

課

長

角

田

和

三

肱
中

中

岡

稲

生

坪

田

幸

江

｀ 
長

補
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沖

田
冨
永
清
蝉

（
寺
尾
勝
子
）

寛

矢
野
喜
美
子

金
野
た
み
子

子
茂
田
清
子

二面河
宮職野

／ 

（兼）

[
事
務

一
宮
田

局

長

章

丁

|

土

農

地

主

事

一

飛

野

弘

幸

[室

長

一
冨

永

知

孝

[
北

川

敬

恒

片

山

政

治

石

家

清

課
長
補
佐
心
得

片

山

政

治

財

政

係

長

（
兼
）

総

務

係

長

桜

田

和

明

課

長

＊ 
•林

繁

管

理

係

長

大
和
田
兼
雄

課

長

補

佐

中

野

文

雄

（兼）
企

画

係

長

上

岡

茂

課

長

補

佐

上

岡

茂

今

宮

雅

司

課

長

上

田

治

男

（兼）
商
工
観
光
係
長

広

報

係

長

上

田

治

男

畦

崎

和

男

| 1 

冨 松

永田

広龍

次明

高

田

栄

治

東

慎理

課 課

長

補

佐 長

丘9‘‘ 松

頭 尾

国

茂 和

I I 

『
福＾ 戸

I 『『
兼

祉- 籍

係 係

長 長

丘ノ ‘ 丘/‘ 都 冨 冨 松

頭 頭 谷 永 永 尾

征 国

茂 茂 也 勲 勲 和

亀和 山 ● 呂●. 三

田 気；田本瀬
隆栄 正健

代一 三一

高

田

豊

子

i 

戸

長

補

ロ

ロ

□構

造

改

善

係

長

二

葉

廣

和

二
宮
賢
一
郎

（兼）
農
林
振
興
係
長

：
出
水
文
子

岡

村

清

利

和

気

哲

弘

源

田

政

幸

藤

高

茂

治

水

道

係

長

和

気

武

士

課

長

補

佐

万
願
寺
亀
次

監

理

係

長

中

畦

重

光

課

長

一
増

田

勇

人

建

設

係

長

徳

本

英

信

松

本

善

一

松

本

隆

寿

（
松
田
福
市
） 冒



匝

肱川農協

丘 (12)

育苗センター完成す
以
前
よ
り
農
家
の

強
い
要
望
に
よ
り
、

建
設
が
急
が
れ
て
い

た
当
農
協
育
苗
セ
ン

タ
ー
が
遂
に
完
成
し

ま
し
た
。

建
設
場
所
は
、
予

子
林
大
駄
場
の
共
同

桑
園
を
造
成
し
、
農

産
物
育
苗
棟
一
棟
、

育
苗
ハ
ウ
ス
十
棟
か

建
設
さ
れ
、
早
速
今

年
か
ら
電
熱
線
ハ
ウ

ス
四
棟
を
利
用
し
て

タ
バ
コ
苗
の
育
苗
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
組
合
員
の
皆
様
の
巾
広
い

1

利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

語

（表 1)

完成した肱川農協育苗センター

作物別育苗計画

こ
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
は
、
新
農
構

農
村
地
域
農
業
構
造
改
善
事
業
に
て

実
施
し
た
も
の
で
す
。

曰
事
業
費
は
、
育
苗
棟
・
育
苗
ハ
ウ

ス
・
育
苗
機
器
一
式
合
わ
せ
て

-
、
五
五

0
万
円

（
内
、
国
庫
補
助
金
五

0
%
、
農
協

負
担
金
五

0
%
)
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

口
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
利
用
計
画

図
田
の
通
り
で
す
。

□作
物
別
育
苗
計
画

表
①
の
通
り
で
す
。

（図 1) 育苗センター利用計画

作 物 名 ギ目 苗 期 間 供給面積 供給農家個数

水 稲 5月上旬～ 6月下旬 4 Oha 400人

トンネル 3月上旬～ 4月中旬 lha 1 5人

キュウリ 夏 4月中旬～ 5月中旬 6ha 85人

秋 6月中旬～ 7月中旬 3ha 40人

夕 ノゞ コ 2月上旬～ 3月中旬 3 Oha 50人

ブロッ コリー 7月下旬～ 9月上旬 2ha 30人

一般荷（ナス・トマト・ピーマン等） 2月中旬～ 4月上旬

月

[ 1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I s I 9 I 10 I 11 I 12 

タバコ
g 
一般野菜

0 0 

水稲
0 0 

プロッコリー
0 0 

トンネル・夏キュウリ 秋キュウ 1)
0 0 0 0 

去
る
三
月
十
日
県
農
協
共
済
連
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
愛
媛
県
酪
農
経

営
者
協
議
会
主
催
に
よ
る
乳
牛
共

進
会
が
開
催
さ
れ
た
。
肱
川
町
よ
り

出
品
し
た
三
頭
の
内
、
育
成
牛
(
+

二
ヶ
月
未
満
の
部
）
で
、
冨
永
武
雄

君
の
愛
牛
が
見
事
入
賞
の
栄
誉
に
輝

ヽ
こ
。

し

t彼
は
大
変
努
力
家
で
若
い
頃
か
ら

酪
農
経
営
に
情
熱
を
燃
や
し
乍
ら
乳

牛
の
改
良
に
努
力
し
た
結
果
が
今
回

実
り
栄
冠
を
射
止
め
た
と
言
え
る
。

来
る
四
月
十

一
日
か
ら
徳
島
県
に
於

い
て
四
国
四
県
の
共
進
会
へ
出
品
す

る
事
に
な
っ
て
お
り
、
毎
日
愛
牛
の

調
教
に
余
念
か
な
い
。

現
在
四
十
五
頭
（
搾
乳
牛
三
十
二

頭
・
育
成
牛
十
三
頭
）

繋
養
し
て
い

る
か
一
日
の
搾
乳
量
が
四

0
k
gを
超

す
牛
が
大
半
を
占
め
て
い
る
の
も
彼

の
自
慢
の
ひ
と
つ
と
も
言
え
る
。

今
後
は
年
間

一
万
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
一

頭
年
間
六
、

0
0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
）
の

搾
乳
牛
を
揃
え
る
事
を
目
標
に
頑
張

り
度
い
と
増
々
意
欲
を
燃
や
す
肱
川

町
酪
農
家
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
に
あ

る
彼
に
心
か
ら
期
待
し
た
い
も
の
で

あ
る
。

栄
誉
に
輝
く
（
育
成
牛
）

入賞牛レジナ・キッドピーグと冨永武雄君

県共済連グランド於



(13)国 麟

肱
川
林
業
の
良
質
材
を
組
識
的
・

計
画
的
に
、
つ
く
る
た
め
に
は
、

山

林
所
有
者
か
、
原
点
に
帰
っ
て
‘
良

質
材
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

ど
う
す
れ
ば
出
来
る
か
、
そ
の
た
め

の
経
営
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い

か
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
去
る
三
月
十
五
日
よ

り、

三
月
十
九
日
の
間
岐
阜
県
今
須
林

業
地
を
、
林
構
事
業
に
お
い
て
、
視
察

｀
研
修
を
、
五
十
名
で
い
た
し
ま
し
た

の
で
そ
の
内
容
を
御
報
告
致
し
ま
す
。

今
須
林
業
は
、
地
域
住
民
が
、
百

年
以
上
に
わ
た
る
、
林
業
経
営
に
つ

い
て
の
体
験
の
結
晶
で
、
小
規
模
面

積
よ
り
、
連
年
収
穫
の
保
続
を
行
な
っ

て
い
る
先
進
地
で
あ
り
、
（
植
栽
し
た

直
後
の
も
の
か
ら
、
い
つ
で
も
収
穫

で
き
る
老
壮
の
も
の
に
至
る
ま
で
の

大
小
の
樹
木
が
混
生
し
て
い
る
）
「
木

に
対
す
る
愛
着
が
強
く
、
林
木
の
育

成
に
は
、
不
断
の
努
力
を
重
ね
愛
林

思
想
に
徹
し
、
い
わ
ば
こ
の
地
域
で

培
わ
れ
た
生
活
の
知
恵
で
あ
る
。

そ
の
特
徴
は

①
地
域
の
全
林
家
が
こ
ぞ

っ
て
古

く
か
ら
、
ス
ギ

・
ヒ
ノ
キ
の
用
材

林
択
伐
施
業
が
行
な
わ
れ
て
お
り

そ
の
面
積
は
約
八

0
0
h
a
で
あ
る
。

③
絶
対
に
皆
伐
し
な
い
で
、
跡
地

は
人
工
植
栽
に
よ
り
、
そ
の
後
の

保
育
作
業
は
労
力
的
に
集
約
度
が

高
い
。
特
に
下
刈
に
つ
い
て
は
‘

林
木
を
林
地
に
陳
列
し
た
商
品
と

同
じ
だ
と
の
考
え
方
で
行
な
い
、

立
木
評
価
を
有
利
に
し
て
い
る
。

③
枝
打
ち
技
術
の
習
熟
度
が
高
く

樹
高
の
三
分
の
二
以
上
の
枝
打
ち

―ヽ

[[

立
”
•

）
 

‘、>登木るよ
-

）

 .,'
 

氏助
。

総

る

本

す
山

修、
研

中

に
の
心

雪

熱

岐
阜
県
今
須
林
業

先
進
地
調
査
報
告
”

を
行
な
っ
て
い
る
。

田
無
節
通
直
の
良
質
材
を
生
産
し

主
と
し
て
柱
材
板
材
そ
の
他
造
作

材
に
当
て
ら
れ
価
格
も
高
い
。

固
立
木
の
ま
ま
販
売
し
、
買
手
は

地
区
内
で
の
木
材

・
製
材
業
者
（
高

度
な
伐
採
技
術
者
）
に
限
ら
れ
て

い
る
。

固
古
く
か
ら
交
通
の
便
が
よ
く
‘

比
較
的
小
面
積
の
経
営
で
あ
る
が
、

ど
の
林
家
も
立
木
評
価
が
で
き
‘

毎
年
か
な
り
の
収
穫
を
あ
げ
て
い

る
。

今
回
の
研
修
は
、
今
須
の
人
工
更

新
に
よ
る

「単
木
択
伐
施
業
」
に
つ

い
て
、
県
の
方
の
説
明
の
あ
と
、
地

域
を
代
表
す
る
指
導
林
家
で
も
あ
り
、

そ
の
卓
越
し
た
技
術
、
と
り
わ
け
高

度
な
枝
打
ち
技
術
の
も
ち
主
で
も
あ

山
本
総
助
氏
に
よ
る
、
室
内
及
び
、

現
地
で
の
、
実
技
指
導
は
、
素
晴
ら

し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

今
須
林
業
の
体
系
図
．
択
伐
林
内

の
植
栽
、
大
径
材
の
枝
の
と
り
方
は

次
表
の
通
り
で
あ
る
の
で
今
後
の
参

考
に
し
て
頂
き
た
い
。

当
町
に
お
い
て
は
、
優
良
材
生
産

は
直
材
づ
く
り
か
ら
／
椎
茸
生
産

は
ク
ヌ
ギ
林
造
成
か
ら
／
を
い
つ

も
い
っ
て
い
る
が
、
将
来
に
お
い
て

は
大
径
材
生
産
・
択
伐
林
施
業
の
導

入
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

山
を
子
々
孫
々
の
た
め
に
生
か
せ

る
よ
う
に
、
造
林
・
保
育
を
今
こ
そ

力
を
入
れ
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
切
な
時
期
で
あ
る
と
、
こ
の

研
修
を
通
じ
て
特
に
感
じ
ま
し
た
。

択材林内の植栽

1. 1 m前後の大苗を植える 。2．傾斜地には伐根の下方又は側方に植える 。

3．上層木の樹冠中に植える 。4．天を迎ぎ天か良〈見えるところに植える 。

枝 のと

ー

|

1

方
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0枝は絶対に下から打ち上げてとる 。

0枝の下側は打ち落さない。

ギ
ー

ー

ー

ー

上

ー

け

r川
_
Hー

仕

1
曇

E
[

ー

、，
＇
ー
ー

の

1

,

卜最

ー

I®II

>

〇傷口は小さ くする 。

0両刃鈍により打ちとる 。

今須林業の体系図

下
層
木
の
損
陽

植
栽
後
十
ヵ
年
間
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肱川土場木材相場表 （単位オ当り：円）

第 339回市 昭和59年3月17日 県森連市より

長さ 末口径 ス ギ ヒノキ マッ その他

7cmT 本 354 本 344 松パルプ

8cm上 63 63 未口 6cm上
4m 12cm」こ 70 112 18cm_r_63 長さ 2m

18cml: 80 116 24cm_l:: 73 26円
30cm上 137 231 30cm上74 雑パルプ

7cm下 本 177 本 177 未口 6cm上

8cm上 35 39 長さ 2m

3m llcmJ:. 35 70 24円
13cm（二） 73 121 lScmJ:.59 バ リ材

13cm（元） 109 207 24cmJ:65 材（松・杉・桧）

18cmJ:. 63 112 30cmJ: 70 長さ 2m

7cmT 本 39 本 39 未口 3~6cm 

8cm上 14 14 1本70円
2m 

16cm_l_ 32 67 13cm上26 松ハリ材
30cm_l:_ 74 126 30cm上26 16cm~22cm 

6m 13cm（二） 77 194 3m 59円

13cm（元） 95 301 4m 73円

特選
13cm（二） 137 249 5m 87円

13cm（元） 249 546 6m 98円

lm当り 25~140円尺当り 8~47円
依然杉・桧は柱材を中心に買気旺盛にて好相場を持続

するも、松材は桁材を除き 、梁・梱包材はやや弱気配。:
i
 

ー
し

•911119•911119•911119•9111199911119•911119•911119•911119•9111199911119•911119•9111199911119•911119•911119•911119•9111199911119•911119•911119411119•911119 •911119•911119•911119•911119•911119•9“•- ,119••11119•911119•911119•911119 •911119•9 11119•911119•911119•911119•911119•911119•9111 19•911119•911119•91111..1111..1111..1111..1111..1111..1111..1111..1111.. 1111..1111..11119• 

［ ッジュマソ ： 
： フレ 新人職員紹介 ！ 
ニ 働を事 弓

で＼Jt:9 :</] 0]歳 歳、、、

二 いく任卒す移 致りきせ人事 ＜張持の職嬉た す。努ーなま ： 
l 申ご者でる動此 しまい んもに二 おりちを員し自 昨` 力人いす。 [ 

し指・ 未こにの ますつが知な月 願 ま 前 感 と い 分 日 し前状
§ 上導山熟とよ度 すのし‘らりか い す のじし気の制 ての態ま ！ 

げ賜本なにり ゜でよ先ずまら 致の明まて持制服 ゆ農でだ｀ 目
［ まり先私な肱県 よう輩仕し農 しでるしのち服を き協す右 i 

すま生しり川養 ろけの 事 た 協 ま皆さ t~ 責と姿頂 た職かも 自

！ ゜す同でま農蚕 しんごも ゜へ すさと 任同をき い員一左 ' 
ょ様すし協連 くめ 指 わ ま 勤 ‘ °ん根こと時見鏡 と と 日 も ' 
つ よがたにの おい導かだ務 よ性れいにたに 思なもわ 言

おろ ‘ ゜就人 願頑をります ろ で か う 農 時 写 いる早カ~ ＇ 
： 願し前新任事 い張 頂 ま だ る し頑ら も協‘つ ま 様 く ら ' 

•911119• 91 1119•911119•911119•911119•911119•911119• ヽ 11119• ヽ 11 1 19•911119 ・ ヽ 11119•911119•911119 • 9111199911119•911119•911119991 111 9•911119•911 11 9•911119991 111 9•911119•911119•9 11119 • 911119•9111199911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119 •9 11119 • 911119 •9 11119•911119 •9 11119•911119• 9 11119 9 911119 • 911119•9111199911119•911119 •9 1111..1111..1111..1111..1111..1111..1111..1111..1111..1111..1111..1 1119ア
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き
ゅ
う
り
の
仕
立
て

き
ゅ
う
り
で
は
摘
芯
側
枝
ど
り
栽

培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
側
枝
の

発
生
が
低
下
し
た
り
、
収
穫
果
数
が

少
い
わ
り
に
不
良
果
が
多
か
っ
た
り
、

き
ゅ
う
り
自
体
の
寿
命
が
短
い
な
ど

の
事
実
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
障
害
は
、
摘
芯
に
伴

う
根
の
弱
り
が
大
き
な
原
因
で
す
。

頂
芽
で
つ
く
ら
れ
る
オ
ー
キ
シ
ン

と
い
う
ホ
ル
モ
ン
か
発
根
や
伸
長
な

ど
の
根
の
機
能
を
促
す
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
摘
芯
を
行
う
と

頂
芽
が
な
く
な
っ
て
ホ
ル

モ
ン
が
転

流
さ
れ
な
く
な
り
、
根
の
発
育
や
伸

長
が
悪
く
な
り
、
側
枝
が
発
生
し
て

く
る
と
再
び
根
の
活
動
か
回
復
し
ま

す。
具
体
的
に
は
、
五
節
目
ま
で
の
側

枝
は
早
目
に
摘
除
し
て
、
六
節
目
か

，
ー
ー

ー，

ー

ー

'

,1
'

ー

昭
和
五
十
八
年
産
米
に
於
い
て
、

籾
枯
細
菌
病
が
全
国
的
に
異
常
発
生

し
、
発
病
面
積
は
愛
媛
県
の
場
合
、

栽
培
面
積
の
約
四
九
％
に
至
り
ま
し

た。肱
川
町
に
於
い
て
も
、

宇
和
川
・
中

津
の
一
部
で
発
病
を
確
認
し
ま
し
た

が
、
他
の
地
区
で
も
、
発
生
が
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

昨
年
の
籾
枯
細
菌
病
の
発
病
の
特

徴
は
‘
育
菌
時
に
お
け
る
籾
枯
菌
に

よ
る
苗
腐
敗
の
発
生
は
そ
れ
は
ど
多

イ
ネ
の
籾
枯
細
菌
病
を

予
防
し
ょ
う

ら
は
二
節
で
摘
芯
し
ま
す
が
、
作
業

は
一
斉
に
行
わ
な
い
で
下
位
節
か
ら

少
し
づ
つ
行
う
よ
う
に
し
て
、
株
上

の
側
枝
一

i
二
本
は
い
つ
も
頂
芽
を

残
し
て
い
る
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
、
「
遊
び
づ
る
」
と
呼
ん
で
い

る
側
枝
を
十
ニ
ー
十
四
節
の
間
で
一

本
残
し
て
お
き
ま
す
が
、
こ
れ
も
根

の
活
力
を
弱
ら
せ
な
い
た
め
の
大
切

な
配
慮
で
す
。

収
穫
最
盛
期
以
降
は
放
任
し
ま
す

が
、
そ
の
場
合
、
側
枝
に
果
実
の
重

み
で
ず
り
下
が
っ
た
状
態
に
な
る
と
、

養
分
の
流
れ
が
悪
く
な
っ
て
不
良
果

が
多
く
な
っ
た
り
、
孫
づ
る
の
発
生

か
悪
く
な
っ
た
り
し
ま
す
の
で
側
枝

の
誘
引
作
業
は
継
続
し
て
行
い
、
側

枝
か
垂
れ
下
ら
な
い
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。

く
な
く
、
出
穂
期
に
な
っ
て
籾
枯
症

状
が
異
常
に
多
か
っ
た
点
で
あ
り
ま

す
。籾

枯
細
菌
病
の
生
態
に
つ
い
て
は

各
機
関
で
検
討
を
急
い
で
い
ま
す
が

十
分
に
は
解
明
さ
れ
て
な
く
、
確
立

さ
れ
た
予
察
法
も
な
い
の
が
現
状
で

す
。イ

ネ
の
籾
枯
細
菌
病
は
、
穂
に
籾

枯
症
状
を
お
こ
し
て
、
減
収
を
き
た

す
と
と
も
に
、
種
子
伝
染
し
て
苗
腐

敗
を
お
こ
し
ま
す
。

又
、
育
苗
時
に
軽
く
感
染
し
た
苗
や

外
見
上
健
全
な
苗
が
本
田
に
移
植
さ

れ
て
か
ら
、
籾
枯
症
状
を
発
現
し
、

防
除
が
困
難
と
さ
れ
て
い
る
病
害
で

す
。一

、
籾
枯
細
菌
病
の
特
徴

田
種
子
伝
染
に
よ
っ
て
苗
腐
敗
を

お
こ
す
。

切
育
苗
時
の
管
理
が
、
高
温
・
多

湿
に
な
る
と
、
苗
腐
敗
を
お
こ

し
や
す
い
。

③
夏
季
の
高
温
は
発
病
し
や
す
く

な
る
。

特
に
出
穂
期
に
高
温
か
つ
、
降

雨
が
あ
る
と
発
病
が
著
し
く
助

長
さ
れ
る
。

④
前
年
多
発
し
た
水
田
で
は
、
発

病
が
多
く
な
る
。

固
籾
枯
症
状
が
多
発
し
た
水
田
の

種
子
は
、
苗
腐
敗
が
多
く
な

る。

二
、
耕
種
的
防
除
法

〔
育
苗
時
〕

①
種
子
籾
は
、
多
発
圃
場
か
ら
採

種
し
な
い
。

図
種
子
籾
は
、
塩
水
選
に
よ
る
選

別
を
行
う
。
（
比
重
う
る
ち

一
・

一
三

も
ち
―

・
O
八）

③
浸
種
時
の
水
管
理
を
適
正
に
し

水
温
を
高
め
な
い
。
（
二
五
度
C

以
上
に
し
な
い
）

④
出
芽
時
の
温
度
を
三

0
度
C
以

下
に
保
ち
、
過
温
に
な
ら
な
い

よ
う
注
意
す
る
。

〔
本
田
期
〕

m前
年
多
発
し
た
水
田
は
、
採
種

圃
と
し
て
使
用
し
な
い
こ
と
が

望
ま
し
い
。
．

③
被
害
ワ
ラ
や
籾
殻
は
、
堆
肥
化

す
る
か
年
内
に
石
灰
窒
素
を
施

し
す
き
込
む
。

③
移
植
（
田
植
）
後
の
冠
水
は
‘

発
病
要
因
と
な
る
こ
と
が
あ
る

の
で
水
管
理
に
十
分
注
意
す

る。

田
種
子
消
毒
を
行
う
。

ベ
ン
レ
ー
ト
T
水
和
剤
二
0

0
倍
に
四
八
時
間
浸
積
す
す

る
。
四
十
八
時
間
浸
積
す

③
カ
ス
ミ
ン
粒
剤
の
箱
施
用
を
行

゜
、つ

一
箱
当
り
三

0
g
を
育
苗
培

土
に
均
一
に
混
和
す
る
。

以
上
の
点
を
参
考
に
し
、
今
年
は
、

籾
枯
細
菌
病
の
被
害
を
出
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

三、薬剤による防除法

中野尾月正予子林 小
大 5 月5 月5 5 

3月51 3月50 2月59 2月54 2月53 2月52 1月57 1月56 1月55 10 月5 月59 月85 月45 月25 月5 l 
津山藪 谷 pL月

18 11 醤油 月.. ... 
・ガ 日日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

小岩居谷中大駄 汗 肱 ス 倹倹 （木） （水） （灼（木） （水） （灼（木） （水） （灼（木） （水） （灼倫） （水） （火）

配

伶倉18 （3体1谷灼50 ） 休2圏I O 5 ） 困2馬94 12生7月1） 2（火2） 休栄122） 達配定予

宇小 達 宇津中月大岩宇宇津中月大岩宇宇津中月

和藪 和．野尾谷谷和和．野尾谷谷和和．悶
川 ．予

方岩定

（木） （月）仕）日 面谷日 南 面面 北南 面面北南

>ぐ、
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幼児期0)

家庭教育を進めよう． ー

昭
和
五
十
九
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
肱
川
町
公
民
館
の
運
営
方
針
も

決
ま
り
、
新
た
な
気
持
で
役
職
員
一
同
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
は
、
社
会
教
育
を
進
め
る
中
心
施
設
と
し
て
の
学
習
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
会
合
や
研
修
を
進
め
る
集
会
施
設
と
し
て
、
そ
し
て
町
民
の
み
な
さ
ん
が
気
軽

に
活
用
し
て
い
た
だ
<
”
茶
の
間
“
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

”
生
涯
学
習
“
が
強
く
い
わ
れ
て
い
る
今
‘
町
民
の
み
な
さ
ん
も
、
自
分
自
身

か
ら
学
習
す
る
意
欲
を
育
て
て
下
さ
い
。
公
民
館
も
、
い
ろ
い
ろ
な
場
で
お
手

伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

み
ん
な
で
肱
川
町
を
守
り
‘

育
て
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

公
民
館
活
動
の
原
則
で
あ
る
‘

”
い
つ

で
も
“If
ど
こ
で
も
“
”
誰
と
で
も
“
の

考
え
で
‘
み
ん
な
が
学
習
活
動
や
い
ろ

い
ろ
な
場
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
‘

努
力
し
ま
す
。

〇
心
の
か
よ
う
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を

す
す
め
る
。

0
人
間
性
の
基
礎
を
育
て
る
幼
児
教

育
に
つ
と
め
る
。

0

町
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
健
全
育
成

に
つ
と
め
る
。

0
地
域
に
根
ざ
し
た
豊
か
な
文
化
を

育
く
む
。

0

み
ん
な
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
つ
と
め
る
。

0
お
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明

る
い
町
づ
く
り
に
つ
と
め
る
。

礎
に生
な涯
るに
幼わ
児た
期つ

のて
し の
つ人

,ぞ...”---：‘----．け間
，や形

親業講座
｝家成
：庭の

--------------------------：教基

育
を
充
実
す
る
た
め
の
学
習
を
進
め
ま

す
。〇

親
業
講
座

0
家
庭
教
育
学
級

0
お
話
し
文
庫

ニ
・
三
歳
児
を
対
象
に
読
み
聞
か
せ

読
書
で
親
子
の
つ
な
が
り
と
本
を
読
む

習
慣
づ
け
を
進
め
ま
す
。

〇
親
子
文
庫

幼
稚
園
児
を
対
象
に
、
親
子
読
書
で

ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
す
。

〇
児
童
文
庫

小
学
校
一
・
ニ
・
三
年
生
を
対
象
に

本
に
親
む
習
慣
と
基
礎
能
力
を
養
い
ま

子
ど
も
会
活
動
や
緑
の
少
年
隊
・
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
を
育
成
し
な
が

ら
集
団
活
動
の
中
か
ら
、
役
割
分
担

や
共
同
意
識
・
協
調
性
を
養
い
、
た

く
ま
し
い
「
肱
川
っ
子
」
を
育
て
ま

す
。学

校
・
分
館
・
家
庭
と
の
連
携
で
、

ふ
る
さ
と
の
よ
さ
を
味
わ
う
活
動
を
進

め
ま
す
。

0
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

0
自
然
科
学
教
室

0
子
供
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

〇
少
年
団
体
の
育
成

す
。

0
分
館
移
動
文
庫

各
分
館
へ
配
本
し
、
周
辺
地
域
の
図

書
利
用
の
便
宜
を
図
り
ま
す
。

〇
読
書
グ
ル
—
プ
の
育
成

小
地
域
単
位
で
の
グ
ル
ー
プ
を
育
成

し
、
読
書
を
と
お
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
推
進
し
ま
す
。

〇
婦
人
会
巡
回
文
庫

〇
配
本
駐
車
場
の
利
用

〇
読
書
相
談
・
購
入
の
あ
っ
せ
ん

そ
の
他
、
青
少
年
健
全
育
成
文
庫
と
し

て
、
教
育
委
員
会
か
ら
小
学
校
高
学
年

を
対
象
に
「
な
か
よ
し
文
庫
」
、
中
学
生

を
対
象
に
「
人
生
文
庫
」
か
配
本
さ
れ

て
い
ま
す
。

豊
か
な
心
を
読
書
で
育
て
ま
し
ょ

゜
、つ

.i
r,、

B’
、
nrr,
g
,-

｀
 

e
 

I 

l 

： リーダー研修会
I 

I ----------------------------

ふ
る
さ
と
意
識
を
高
め
、
あ
す
の
肱

川
を
考
え
る
学
習
を
進
め
ま
す
。

青
年
と
し
て
の
教
養
を
高
め
、
社
会

的
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
活
動
す
る

学
習
を
進
め
ま
す
。

::.,． 記と暑々，

I I 

I 

I 岩谷生産学級

,_ --------------------------_, 

b
青
年
教
室
の
開
設

0
リ
ー
ダ
ー
研
修

0
青
年
団
の
育
成

0

地
域
活
動
へ
の
参
加

i-『一-―ー.a 
”
 

内
外
の
社
会
情
勢
に
目
を
向
け
‘
変

化
に
対
応
で
き
る
学
習
を
、

農
林
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

〇
健
康
を
自
ら
守
る
人
づ
く
り
。

0
家
庭
の
役
割
り
を
理
解
し
、
実
行

で
き
る
人
づ
く
り
。

0
地
域
を
大
切
に
し
、
人
間
関
係
を

正
し
く
育
て
る
人
づ
く
り
。

〇
農
山
村
の
役
割
り
を
認
識
し
、
生

産
学
習
に
取
組
む
人
づ
く
り
。

0

部
落
学
級 産

学
習
の
推
進

成
人
の
学
習

I I 

I I 

: 0 Bを迎えての ： 
I I 

I 

I 
研修会 ， 

I 

I I 
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(17)含 疇

青
少
年
の
非
行
化
・
高
学
歴
社
会

・

高
齢
化
社
会
・
医
療
費
増
大
・
家
庭
経

済
の
悪
化
な
ど
、
む
ず
か
し
い
中
で
家

庭
と
婦
人
の
役
割
を
正
し
く
理
解
し
、

＇ 

疹ヽー研
一

の
一

会
一

人婦

一

＇ 

肯少年を

健全に育てよう ． ー

実
行
で
き
る
学
習
の
場
を
広
め
ま
す
。

〇
婦
人
会
の
育
成

〇
婦
人
学
級

0
部
落
婦
人
学
級

0
生
活
運
動
の
推
進

健
康
の
維
持
に
努
め
な
が
ら
、
高
齢

者
と
し
て
一
日
一
日
を
精

一
杯
生
き
ぬ

き
、
生
き
ざ
ま
を
次
の
世
代
に
残
す
た

め
の
学
習
を
強
め
ま
す
。

0

お
四
国
学
級

0
高
齢
者
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進

幼
児
・
児
童
•
生
徒
・
各
職
域
な
ど

各
層
の
教
育
態
勢
を
整
え
な
が
ら
、
同

和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
お
互
い
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
学
習
を
進
め
ま

す。
〇
各
職
域
で
の
学
習

0
部
落
学
級

0
機
会
を
と
ら
え
て
の
啓
発

各
種
学
級
や
講
座
に
、
映
画
や

ビ
デ

オ
を
活
用
し
、
効
果
的
な
学
習
と
活
用

を
進
め
ま
す
。

地
域
文
化
や
芸
能
の
保
存
と
活
用
を

は
か
り
ま
す
。

0
放
送
利
用
学
級
（
家
庭
教
育
）

0
地
域
文
化
の
保
存

香
り
高
い
文
化
の
町
を
め
ざ
し
て
、

心
の
豊
か
な
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
活
動
を

進
め
ま
す
。

〇
親
子
映
画
会

0

文
化
講
演
会

〇
絵
画
教
室

0
文
化
グ
ル
ー
プ
育
成

•• 
t
:
L
・
,
,
1
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＿

；
づく
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ニ-

き＂キ

ー・ダ
3
1

し・
h

るえ考を）
 

＇し＜
 

づ町

一

，
 

歴
史
民
俗
資
料
館
と
の
連
携
を
図
り
、

ふ
る
さ
と
の
自
然
・
歴
史
・
民
俗
・
芸

能
な
ど
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
文

広
報
展
示
活
動
を
進
め
る
こ
，
と
に
よ

り
、
社
会
教
育
や
公
民
館
活
動
に
つ
い

て
の
理
解
を
進
め
ま
す
。

0
公
民
館
報
の
発
行

〇
館
報
を
自
由
な
広
場
と
し
て
活
用

〇
各
種
グ
ル

ー
プ
サ
ー
ク
ル
、
学
習

の
成
果
な
ど
の
展
示
活
動

町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
面
か
ら
、
積

極
的
に
参
加
す
る
社
会
体
育
を
進
め
ま

す。
〇
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

0

ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
育
成

0

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

”
み
え
を
捨
て
、
心
豊
か
に
明
る
い
町

づ
く
り
Il

を
合
言
葉
に
、
生
活
改
善
運

心シ 』

： 文化財標柱設置：
------------------

化
財
の
大
切
さ
を
学
習
し
ま
す
。

0
有
形
・
無
形
文
化
財
の
保
護

0
文
化
財
資
料
の
調
査
記
録
活
動
を

進
め
る
。

I I 

： 生きがい学習 ： 
I I --------------------------------

化

講

演

会

l
 

}
t
 

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

生
活
の
中
か
ら
、
無
駄
と
無
理
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。
各
種
団
体
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
強
力
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

公
民
館
結
婚
式
に
つ
い
て
も
、
見
直

し
を
図
り
ま
す
。

地
域
課
題
や
生
活
課
題
を
明
ら
か
に

し
て
、
改
善
に
向

っ
て
実
行
で
き
る
よ

う
、
各
機
関
・
団
体
と
「
一
緒
に
や
れ

る
も
の
は
一
緒
に
」
、
更
に
つ
な
が
り
を

深
め
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

分
館
活
動
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

分
館
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生

か
し
た
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
地
元
の
分
館
活
動
に
目
を
向
け

て
、
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
‘

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

I 

I 

I 
l 公民館結婚式
I 
- ----- - -- - -----



声 岱 (18)

大
谷
村
古
文
書
は
、
先
月
号
で
お
知

ら
せ
し
て
お
り
ま
し
た
と
お
り
、
肱
川

中
学
校
の
大
村
校
長
先
生
に
解
読
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
貴
重
な
記
録
を
何
回

か
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

当
地
は
、
弘
化
三
年
二
八
四
六
）

午
年
の
大
風
以
来
、
風
水
害
•
干
害
・

虫
害
が
あ
と
を
た
た
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
が
、
大
谷
村
に
は
‘
こ
の
頃
の
雨

｀
乞
い
の
貴
重
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る

の
で
紹
介
し
よ
う
。

一
五
月
始
七
日
占
六
月
廿
六
日
に
至
り

て
雨
無
く
、
例
に
依
り
辰
ノ
ロ
大
雨

乞
、
組
合
相
談
の
上
相
催
す
。
尤
も

宇
和
川
方
占
廻
達
こ
れ
あ
り
。
（
村
）

一
廿
六
日
朝
七
ッ
時
（
四
時
）
辰
ノ
ロ

揃
い
、
軒
別
本
人
壱
人
ッ
。

一
当
日
殺
生
停
止
の
事
。

一
身
分
、
上
下
着
用
に
て
相
詰
め
候
事

一
組
頭
袴
持
参
の
事
。
但
し
、
村
々
壱

人
ッ
‘
袴
着
用
に
て
廻
り
に
相
詰
め

残
り
の
組
頭
踊
り
世
話
の
事
。

一
暑
気
は
ら
い
酒
五
升
樽
六
丁
用
意
持

参
の
事
。
踊
の
者
へ
は
、
ひ
ら
に
て

壱
ッ
、
九
ッ
過
ぎ
呑
ま
す
。
五
人
頭

ヘ
弐
ッ
‘
呑
ま
す
、
お
ん
ど
出
し
へ

は
両
度
呑
ま
す
。
（
砂
i

彗
5
)

文
久
元
辛
酉
六
月
廿
六
日

辰

ノ

ロ

大

雨

乞

手

控

大

谷

村

玖
み
ん

―
一
統
手
弁
当
用
意
の
事
。

身
分
、
組
頭
、
社
人
、
山
伏
な
ど
へ
年

行
事
占
茶
並
に
菜
仕
出
す
（
炉
511印年）

酒
の
肴
年
業
事
占
、
右
の
人
数
へ
少

し
用
意
の
事
。

一
大
船
石
丸
占
出
す
。
屋
形
付
き
‘
縁

取
類
、
そ
の
他
船
中
入
用
の
品
、
同

所
占
借
用
持
参
の
事
。
但
し
、
帰
り

の
節
船
引
両
人
相
加
え
候
。

一
茶
わ
か
し
道
具
用
意
の
事
。

一
小
屋
覆
い
壱
組
分
、
渋
紙
弐
枚
ッ
‘

持
参
の
こ
と
。

一
小
屋
杭
木
石
丸
占
持
参
の
事
。
但
し

船
へ
積
む
。

一
高
張
り
壱
ッ
織
り
ち
ょ

ふ
ち
ん
三
持

参
致
す
可
き
支
0

(
事

）

（

事

）

一
踊
り
人
数
仕
度
向
き
、
心
得
違
い
こ

れ
無
き
様
、
入
念
申
し
付
く
可
＜
候
。

一
大
跛
持
参
の
事
。
お
ん
ど
出
し
、
七

八
人
兼
て
申
し
付
け
置
き
候
事
。 ①

 

昭
和
五
十
九
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

と
し
て
、
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を

実
施
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
分
館
へ
出
掛
け
て
、
行
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
全
町
か

ら
肱
川
中
学
校
体
育
館
へ
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
、
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
が
参
加
し
て
い

た
だ
き
‘
健
康
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

教
室
名
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

指
導
者

申参参練場
込加 加習
み料者日所

日

時

蝙
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
載
●
生
暮
纂

一
踊
り
始
め
‘
線
香
壱
本
最
合
い

、
そ

の
後
左
の
通
り
組
合
に
て
せ
ん
香
壱

本
替
り
に
踊
ら
す
。
仕
舞
壱
本
最
合
、

替
り
交
代
の
節
混
雑
致
さ
ざ
る
よ
う

差
図
第
一
の
事
。
柏
子
木
を
打
ち
交

代
の
相
図
を
致
す
。
都
合
、
せ
ん
香

十
六
本
尺
け
踊
り
、
仕
舞
七
ッ
半
頃。

一
祈
念
相
済
候
節
、
組
合
同
役
半
分

ッ‘

相
分
か
れ
、
社
家
、
山
伏
一
度
に
相

揃
っ
て
拝
み
、
引
き
続
い
て
村
々
組

頭
壱
人
“
‘
袴
着
用
に
て
、
右
同
様

一
度
に
相
揃
う
。
人
数
相
改
め
滞
り

無
く
相
揃
い
候
て
帰
村
申
付
候
変
。

一
同
役
両
人
ツ
、
上
下
に
て
廻
り
に
相

詰
め
る
。
凡
そ
線
香
壱
本
ッ
、
に
て

交
代
。

一
身
分
、
社
人
、
組
頭
、
年
行
事
、
人

足
石
丸
占
夜
船
に
て
参
る
。

右
の
他
萬
事
厳
重
相
心
得
、
用
意
向

怠
り
無
く
致
す
可
く
、
辰
ノ
ロ
詰
中

是
又
厳
重
相
勤
め
、
諸
事
心
を
用
い

近
頃
‘
や
た
ら
と
新
し
い
言
葉

を
目
に
し
た
り
‘
耳
に
し
た
り

す
る
事
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
新

聞
の
社
説
等
を
読
ん
で
も
そ
う
だ

し
、
ま
し
て
広
告
等
に
致
っ
て
は
‘

た
め
し
に
横
文
字
を
省
い
て
み
る

と
、
お
う
よ
そ
‘
訳
が
解
ら
な
い

事
の
方
が
多
い
。

も
ち
ろ
ん
横
文
字
全
て
悪
い
と

い
う
訳
で
は
な
く
て
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
現

辰
ノ
ロ
は
鳥
首
あ
た
り
の
よ
う
で

あ
る
。
雨
乞
い
の
効
き
目
の
方
は
如
何

。

こ

…

…

,
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五
月
ー
八
月

午
後
七
時
三

0
分
か
ら
九
時

三
0
分
ま
で

肱
川
中
学
校
体
育
館

週
一
回
（
土
曜
日
）

町
内
の
婦
人

無
料

五
月
十
五
日
ま
で
に

肱
川
町
公
民
館
へ

T
E
L
（
三
四
）
二
三

0
七

肱
川
町
公
民
館

体
育
専
門
委
員

申
す
可
き
事

ー

百

七

拾

壱

人

大

谷

村

内

組

頭

両

人

社

人

両

人

山

伏

壱

人

人

足

四

人

船

頭

三

人

⑤ 

在
の
社
会
生
活
に
お
い
て
、
横
文
字
な
し
で

は
、
も
は
や
過
ご
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
と

さ
え
思
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
事
を
別
に
し

て
も
‘
や
は
り
何
か
不
自
然
さ
を
感
じ
る
の

は
私
一
人
だ
け
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
次
か
ら

次
へ
と
、
出
て
く
る
新
し
い
単
語
、
こ
れ
に

は
正
直
い
っ
て
困
る
。
も
ち
ろ
ん
私
の
勉
強

不
足
の
せ
い
で
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
ま
る
で

意
味
が
解
ら
な
い
。
ま
あ
そ
れ
で
も
全
体
を

通
し
て
見
れ
ば
、
お
よ
そ
の
事
は
解
る
の
だ

か
ら
、
な
ん
と
か
不
自
由
し
な
い
で
す
ん

で
い
る
の
だ
け
れ
ど
、
解
ら
な
け
れ
ば
解

ら
な
い
で
、
妙
に
気
に
な
る
。
後
で
‘
調

べ
て
み
る
と
、
案
外
そ
れ
は
今
ま
で
使
っ

て
い
た
言
葉
を
、
単
に
横
文
字
に
置
き
か

え
た
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
り
す
る
事
が

多
い
。
し
か
し
、
現
に
そ
の
言
葉
が
、
一

般
語
と
し
て
、
通
用
す
る
の
だ
か
ら
‘
ど

う
し
て
も
必
要
に
応
じ
て
、
覚
え
な
く
て

は
な
ら
な
く
な
っ
た
り
す
る
。
た
だ
、
各

々
の
分
野
に
お
い
て
の
専
問
的
な
事
、
こ

れ
は
仕
方
の
な
い
事
だ
と
思
っ
。
新
し
い

言
葉
が
出
て
く
る
の
は
当
り
前
の
こ
と
で

あ
り
‘
又
そ
れ
で
な
く
て
は
進
歩
は
な
い

の
だ
か
ら
。
人
類
の
進
歩
に
お
い
て
で
さ

え
、
文
字
と
言
葉
は
‘
大
い
に
役
立
っ
た

の
だ
か
ら
。
で
も
私
達
が
、
日
常
使
っ
て

い
る
文
字
や
言
葉
に
つ
い
て
は
‘
も
う
一

度
考
え
な
お
し
て
も
‘
い
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
仮
に
ニ
ー
三
年
の
眠
り
か
ら

覚
め
て
み
る
と
、
家
族
と
の
会
話
に
ま
で

通
訳
が
必
要
に
な
っ
て
い
た
。
な
ど
と
言

え
ば
‘
皆
さ
ん
は
「
何
を
つ
ま
ら
ん
事
を
。
」

と
言
っ
て
笑
う
で
し
ょ
う
ね
。
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0
大
谷
小
学
校

教

諭

宮

部

ツ

キ

0

正
山
小
学
校

教

頭

正

岡

艶

子

五
十
崎
町
立
五
十

崎
中
学
校
か
ら

内
子
町
立
内
子
小

学
校
か
ら

こ
の
春
、
町
内
の
各
小
学
校

・
中
学

校
で
先
生
方
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
で
転
入
さ
れ
た
先
生
方

し
か
載
せ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
転
出
さ

れ
た
先
生
方
、
長
い
間
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

函
）
生
[
`
」
J
I
I
I
H
J

〗
い

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

R。
：学校

教

諭

緒

方

和

子

内

子

町
立
村
前
小
学

＠
喜
西E

B
い
〗
野
村

町
立
惣
川
小
学

崎
町
立
天
神
小

屑
）
教
諭
中
[
〗
[
五
十

学
校
か
ら

養

教

吉

見

佳

代

新

採

村

上

淳

一

五

十

崎
町
立
天
神
小

＠
主事

学
校
か
ら

二
宮
洋
子
内
子
町
立
内
子

中
学
校
か
ら

栄
養
職

城
川
町
立
遊
子
川

小
学
校
か
ら

宇
都
宮
玲
子
北
条
市
立
河
野

小
学
校
か
ら

0

岩
谷
小
学
校
・
幼
稚
園

教

頭

維

田

満

徳

大

洲

市

立

柳

沢

中

学
校
か
ら

教

諭

河

内

美

登

里

肱

川

町

立

中

野

小

学

校

か

ら

＠

退
職

幼

稚

園

教

諭

中

田

初

子

予

子

林

幼

水

本

忠

徳

正

山

小

学

校

教

頭

中

田

稚

園

か

ら

松

下

美

代

子

予

子

林

小

学

校

教

諭

〇

予

子

林

小

学

校

・

幼

稚

園

長

い

間

、

ご

苦

労

様

で

し
た
。
今
後

教

諭

高

田

明

子

内

子

町

立

内

子

小

共

、

肱

川
町
の
た
め
ご
活
躍
を
お
願
い

学

校

か

ら

い

た

し
ま
す
。
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情

宣

部

長

中

野

富

士

雄

副

情

宣

部

長

桜

田

公

香

肱
川
町
青
年
団
は
、
三
月
三
十
一
日

に
総
会
を
開
き
、
新
し
い
役
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。
団
長
を
中
心
に
、

ニ
ュ
ー

青
年
団
と
し
て
、
新
し
い
古
里
づ
く
り

の
中
心
と
し
て
の
活
動
を
期
待
し
ま

す。
新
し
い
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団

長

高

田

栄

治

副

長

土

居

裕

二

園

博

美

松

本

隆

寿

中

居

優

土

居

節

子

和

気

哲

弘

河
野
ゆ
か
り

＂ 

事

務

局

長

体

育

部

長

副
体
育
部
長

文

化

部

長

副
文
化
部
長

団

教
諭

教
頭

田
村
宗
信

臨
町
内
小
・
中
学
校
の
先
生
異
動

0
町
内
青
年
の
み
な
さ

ん
へ

今
、
青
年
団
に
は
、
約
五
十
名
の
団

員
が
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
地
域

づ
く
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
町
内
に
は
、
ま
だ
ま
だ
多

く
の
若
者
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
肱
川
町
は
、
若
者
の
手
に
ま
か

さ
れ
て
き
ま
す
。

こ
ん
な
時
こ
そ
、
青
年
団
活
動
に
参

加
し
て
、
み
ん
な
で
古
里
づ
く
り
を
考

え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

一
生
を
託
す

友
を
見
つ
け
、
お
互
い
を
磨
き
合
う
活

動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

教
諭

養
教

教
諭

教
諭

内
子
町
立
内
子
中

学
校
か
ら

内
子
町
立
内
子
中

学
校
か
ら

内
子
町
立
内
子
中

学
校
か
ら

松

原

智

子

新

採

小
嶋
ぎ
よ
み
五
十
崎
町
立
五

十
崎
小
学
校
か
ら

和
田
道
人

徳
田

守

幼
稚
園
助
教
諭

上
岡
時
子

〇
肱
川
中
学
校

教

諭

芳

我

素

典

岩
谷
幼
稚
園
か
ら

公
民
館
で
は
三
月
号
ま
で
、
シ
リ
ー
ズ

で
両
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ

ぅ
“
を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
読
ま
れ
て

も
、
ま
だ
い
ろ
い
ろ
の
疑
問
が
残
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
今
月
か
ら
、
学
習
会
な
ど
で

み
な
さ
ん
か
ら
で
た
質
問
を
中
心
に
分
り

や
す
く
説
明
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
問
一
〕
被
差
別
部
落
の
人
た
ち
は
大
睦

か
ら
渡
っ
て
き
た
人
の
子
孫
と
き
い
て
い

る
の
で
す
が
…
…
。

同
和
問
題
は
‘
と
か
く
古
代
の
賤
民
の

子
孫
と
か
‘
宗
教
が
違
っ
た
人
と
か
人
種

が
違
う
と
か
で
い
い
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し

こ。f
 し

か
し
、
こ
れ
は
学
問
的
に
何
の
根
拠

も
な
い
事
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

正
し
い
起
源
は
江
戸
時
代
‘
時
の
支
配

者
で
あ
っ
た
徳
川
幕
府
が
、
自
ら
の
地
位

と
権
力
を
維
持
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の

同
和
問
題

人
々
を
士
・
農
・
エ
・
商
と
い
う
身
分
制

度
で
し
ば
り
つ
け
ま
し
た
。

大
小
―
-
＿
百
の
大
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
ご

と
に
、
土
地
と
人
民
を
が
っ
ち
り
と
押
え

こ
み
‘
水
も
も
ら
さ
ね
厳
し
さ
で
固
め
て

い
ま
し
た
。

世
の
中
が
進
む
に
つ
れ
て
体
制
の
維
持

が
困
難
と
な
り
、
さ
ら
に
低
い
身
分
つ
ま

り

「え
た
」
「
ひ
人
」
を
政
策
的
に
つ
く
り

あ
げ
た
の
で
す
。

江
戸
時
代
、
そ
れ
は
私
た
ち
に
と
っ
て

想
像
を
絶
す
る
身
分
差
別
が
あ
り
‘
ぜ
い

た
く
を
禁
じ
、
節
約
を
す
す
め
‘
服
装
ま

で
こ
ま
か
く
定
め
ま
し
た
。

こ
つ
し
て
作
り
あ
げ
た
部
落
の
人
々
は
‘

毎
、
結
婚
‘
居
住
、
移
転
、
交
際
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
自
由
を
奪
わ
れ
人
間
ら
し
い
生

活
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

同
和
地
区
の
人
々
は
、
異
人
種
で
も
異

民
族
で
も
な
く
疑
い
も
な
く
日
本
民
族
、

日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
し
っ
か

り
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

答
①

/― 

捨てないで

資料館へ

家をとりこわしたり、物置

きや倉の片づけをしたりして

いる時に気をづけてみて下さ

し‘
゜
民俗資料として、大切なも

のがあるのではないでしょう

か。

又、いろいろな物でも、こ

れはダメだと決めて、無造作

に捨てたり、焼いたりしない

でいただきたいと思います。

将来へ残しておくべき大事な

資料かも しれないのです。

そんな時、歴史民俗資料館

か公民館ヘチョ ッと連絡して

下さいませんか 。



匠

三
月
・
四
月
は
‘
入
学
・
就
職
・

転
勤
な
ど
に
よ
る
住
所
変
更
の
シ
ー

ズ
ン
で
す
。

高
校
や
大
学
に
入
学
し
た
り
、
就

職
す
る
た
め
親
元
を
離
れ
て
下
宿
や

寮
に
住
む
場
合
、
ま
た
転
勤
な
ど
で

住
所
を
他
町
村
に
移
す
時
は
必
ず
転

出
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
転
入
し
た

日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
新
し
い
住

所
の
市
町
村
役
場
に
転
入
届
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
転
出
時
に
必
要
な
も
の

と
し
て
、
印
鑑
・
転
出
先
の
住
所
地

番
•
関
係
者
の
み
（
国
民
健
康
保
険

証
）
、
ま
た
、
転
入
時
に
必
要
な
も
の

と
し
て
印
鑑
•
前
住
所
の
転
出
証
明

書
•
関
係
者
の
み
（
国
民
健
康
保
険

証
・
国
民
年
金
手
帳
）
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
お
忘
れ
な
く
。

先
に
行
っ
た
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方

は
、
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
必

ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
登
録
料

2
、
1
0
0
円

▽
注
射
料

l
、
4
0
0
円

▽

認

印

犬
の
登
録
と
注
射
の

追
加
実
施

裔笞(20)

も住
う民
ぁ異
済 動
み届
では

因

【日 程 表】

月 日 時 刻 時間 場 所

g :oo~ g :20 20分 大 谷 公民館前

午前 g :so~ 10:30 40分 予子林事業所

4月24日（灼 11:00-11:30 30分 岩谷公民館前

1 :oo-1 :30 30分 宇和川縫製工場前

午後

2 :oo~ 2 :30 30分 鹿野川河原

＠
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

▽
日
時

5
月

30
日
（
水
）

▽

時

間

午

前

10
時
ー
午
後
2
時
30
分

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

※
献
血
し
た
方
は
、
生
化
学
的
検
査

（
総
蛋
白
・
尿
素
窒
素
・
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
な
ど
）

7
種
類
が
無
料
で

行
な
わ
れ
ま
す
。

，
 

＠献血

> > 月

日 日 日
（木） （水）

喜 肱
JI I 場

公 公町

醤 旦 所

髯
3分1時403分時1120 3分11時0時10 1 

時
！ 

闊 間

5月日耀・祝日当直医

日 当直医 奎卑 話

3日 前田医院
（初 （五十崎曲）

44-2859 

誓
町田医院

43-0211 
（内子町）

6日 藤本医院
（日） （五十崎町）

44-2561 

誓 植木医院
44-2215 

（五十崎町）

20日 高橋医院
（日） （五十崎町）

44-2010 

27日 曽根医院
（日） （五十崎町）

44-2801 
， 

鯉のぼりによる

感電事故を防ぎましょう
（四国電力鹿野川営業店）
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み
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ん

▽
相
談
員

▽
場
所

▽
日
時

面
璽
:
璽
困
薗

＠
行
政
相
談

5
月

7
日
（
月
）

午
前

9
時
1
午
後

4
時

肱
川
町
公
民
館

心
配
ご
と
相
談
室

福

田

保

委

員

郵
便
局
の
貯
金
や
簡
易
保
険
は
広

く
国
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
、
教
育
・
結
婚
・
住
宅

あ
る
い
は
不
時
の
災
害
や
老
後
の
生

活
な
ど
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
み
な
さ
ま
か
ら
お
預
り
し

た
郵
便
貯
金
や
簡
易
保
険
の
資
金
は

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
へ
融
資
さ

れ
て
お
り
、
肱
川
町
に
対
し
て
も
郵

便
貯
金
関
係
が
約
十
一
億
円
、
簡
易

＊
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＊
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ま

す

＊

*
＊
*
＊
*
 

＊
 上

敷

水

松

田

龍

明

さ

ん

長

男

龍

法

ち

ゃ

ん

汗

生

森

吉

満

さ

ん

女

さ

ゆ

り

ち

ゃ

ん

斉相談員の自宅相談も受け付け

ます。

> > > 相
25 15 7 談
日 日 日 日
倹 因 （月）

—ー ・一呂・ 兵森 桜高藤 福 担
宮田 頭田 田田

轟トエ

塁塁 芳充 シミ 談
子力保 貝

＠
町
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る

郵
便
貯
金
や
簡
易
保
険

▽

時

間

午

前

9
時

1
午
後

4
時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

心
配
ご
と
相
談
室

⑥
心
配
ご
と
相
談

5
月

25
日
（
金
）

午
前

9
時
ー
午
後

4
時

▽

場

所

役

場

第

3
会
議
室

▽
担
当
相
談
員北

本

登

委

員

＊
農
地
関
係
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

＠
農
地
相
談

保
険
関
係
約
二
億
円
が
融
資
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
町
営
住
宅
・
学
校
・

道
路
・
公
園
・
農
林
業
の
振
興
な
ど

豊
か
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。
今
後
共
郵
便
貯
金
・
簡

易
保
険
に
つ
い
て
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
の
は
ど
お
願
い
し
ま
す
。

古
*＊＊*＊ 

あ誕生あめでとう＊
古

合
合

女ございます貨

女＊＊＊＊
女

※▽  ▽ @ 

鑑印 場所 日 不

を
時 用

ご役場午前月5 犬回

持9面且ま 魯収
が-` 課民 （火） H 
さ-で
し‘

゜


